
秦

漢

時

代

の

大

内

と

少

内

序

問
題
の
所
症

泰
漢
時
代
の
財
庫
を
考
え
る
場
合
、
渓
代
諸
史
料
に
散
見
さ
れ
る

大
内
と
少
内
と
い
う
財
庫
官
暑
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
大
き
な

問
題
と
な
る
。
と
り
わ
け
一
九
七
五
年
一
二
月
に
発
掘
さ
れ
た
湖
北

田
省
雲
夢
県
睡
虎
地
一
一
号
泰
墓
出
土
の
法
律
関
係
竹
筒
中
に
大
内
・

山
少
内
が
見
い
出
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
多
く
の
研
究
者
向
注
目
す
る
と

内
こ
ろ
と
な
っ
た
。

砂
漠
代
の
大
内
と
少
内
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
大
庭
修
氏
が
「
大
府

内
と
少
府
、
大
内
と
少
内
と
い
う
よ
う
に
対
比
す
る
と
、
少
内
は
少
府

内
F

の
収
入
全
体
を
主
る
よ
う
な
官
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
つ
つ

附
も
、
結
論
と
し
て
は
少
内
を
少
府
産
会
所
属
と
長
。
こ
れ
に

織
対
し
て
私
は
左
・
右
、
大
-
少
(
小
)
と
い
う
中
国
に
普
遍
的
な
対

オ奇

の
観
念
に
注
目
し
つ
つ
、
大
内

l
都
内
と
考
え
、
漢
初
、
治
粟
内
史

的
大
内
に
対
し
て
少
府
内
御
府
を
少
内
と
も
称
し
た
も
の
と
考
え
、
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山

田

勝

芳

更
に
こ
の
大
内
と
少
内
は
既
に
泰
代
に
存
在
し
、
且
っ
と
も
に
少
府

に
所
属
し
、
大
内
は
賦
飲
収
入
を
収
蔵
し
た
も
の
と
推
測
し
た
(
拙

稿
「
漢
代
財
政
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』

第
一
部
B
、
二
三
一
、
一
九
七
二
年
。
以
下
拙
稿
A
と
す
る
)
。
次

い
で
秦
の
財
政
機
構
図
を
作
成
し
、
少
府
所
属
の
大
内
と
少
内
の
位

置
を
よ
り
明
確
化
す
る
こ
と
を
試
み
た
(
拙
稿
「
漢
代
財
政
制
度
変

革
の
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
」
『
集
刊
東
洋
学
』
一
一
二
号
、
一
九
七
四

年
。
以
下
拙
稿
B
)。

こ
れ
ら
は
絶
対
的
史
料
不
足
の
故
に
推
測
に
頼
る
と
こ
ろ
が
甚
だ

多
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
前
記
一
九
七
五
年
発
見
の
泰
簡
に
よ
っ

て
、
務
代
の
大
内
と
少
内
と
い
う
財
庫
官
の
存
在
そ
の
も
の
が
実
証

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
か
ら
、
秦
簡
そ
の
も
の
か
ら
帰

納
さ
れ
る
大
内
・
少
内
の
性
格
は
如
何
、
そ
れ
と
漠
代
の
大
内
・
少

内
と
の
関
係
は
如
何
、
あ
る
い
は
秦
代
・
漢
代
両
者
を
通
じ
て
検
討

を
加
、
λ
た
場
合
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
町
立
て



。
方
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
泰
代
に
お
け
る
大
内
・
少
内
の

2

存
在
を
最
初
に
予
想
し
た
者
と
し
て
、
秦
簡
の
公
表
以
後
私
も
こ
の

問
題
の
検
討
を
行
っ
た
が
、
先
的
推
測
を
大
き
く
変
え
る
必
要
は
な

い
も
の
の
、
秦
の
官
僚
機
構
内
変
遷
そ
の
も
の
を
説
明
し
な
い
と
真

の
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
。

そ
の
後
、
一
九
七
八
年
の
フ
ル
ス
ウ
ェ
氏
の
研
究
を
経
て
、
一
九

八

0
年
代
に
至
り
、
大
内
・
少
内
を
め
ぐ
る
議
論
は
活
発
に
な
っ
た
。

中
国
で
は
、
干
豪
亮
氏
が
、
漢
初
、
治
粟
内
史
は
穀
物
を
、
大
内
は

財
貨
を
そ
れ
ぞ
れ
掌
っ
た
、
一
方
漢
代
の
少
内
は
中
央
の
少
府
扱
庭

に
所
属
す
る
も
の
と
、
地
方
向
県
の
も
の
と
が
あ
り
、
鄭
玄
『
周
礼
』

注
の
「
少
内
」
は
後
者
で
あ
る
、
奈
の
大
内
は
金
鉄
鋼
な
ど
の
金
属

収
蔵
機
関
で
国
庫
で
は
な
い
し
、
少
内
は
県
内
公
金
を
収
蔵
す
る
県

少
内
と
、
中
央
の
国
庫
た
る
少
内
が
あ
っ
た
と
し
た
。
ま
た
楊
寛
氏

は
大
内
は
内
史
(
主
に
田
租
を
掌
り
、
そ
れ
故
後
に
治
粟
内
史
と
な

る
)
の
管
掌
下
に
あ
り
、
衣
服
・
公
器
等
の
収
蔵
を
掌
り
、
そ
れ
に

対
し
て
少
内
は
即
ち
少
府
で
あ
る
と
し
た
。
日
本
で
は
工
藤
元
男
氏

が
、
内
史
、
大
内
・
少
内
と
少
府
、
及
ぴ
都
官
を
め
ぐ
る
一
連
の
研

究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
拙
稿
A
・
B
に
対
す
る
批
判
も
行
っ
て
い

る
。
そ
の
要
旨
は
次
円
如
く
で
あ
る
。

務
簡
に
よ
れ
ば
、
内
史
は
漢
代
国
家
財
政
担
当
の
治
粟
内
史
的
職

掌
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
六
国
統
一
後
、
即
ち
始
皇
二
六
年
(
前
二

二
ご
後
に
再
編
さ
れ
、
京
師
地
区
を
担
当
す
る
内
史
と
、
太
倉
と

大
内
を
有
す
る
治
粟
内
史
に
分
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
内
史
再
編
期
に

少
府
も
ま
た
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
奈
の
少
内
は
県
町
公
金
出
納
を

掌
る
財
庫
官
で
あ
り
、
更
に
県
と
同
レ
ベ
ル
内
地
方
行
政
単
位
た
る

都
に
置
か
れ
た
都
官
に
も
あ
っ
た
が
、
と
も
に
中
央
の
大
内
に
よ
っ

て
直
接
監
督
さ
れ
て
お
り
、
中
央
に
少
内
は
な
か
っ
た
。
漢
代
で
は

逆
に
少
府
披
庭
内
中
央
町
少
内
だ
け
が
あ
り
、
地
方
に
は
な
か
っ
た
。

従
来
地
方
向
都
県
の
少
府
・
小
府
・
少
内
の
存
在
を
証
す
る
も
の
と

さ
れ
て
き
た
諸
史
料
は
全
て
依
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
山
田
が
泰
代

の
大
内
は
少
府
に
所
属
し
た
と
推
測
す
る
際
に
依
拠
し
た
『
准
南
子
』

氾
論
訓
の
文
は
レ
ト
リ
ソ
ク
で
あ
り
、
本
来
的
に
は
治
粟
内
史
に
賦

倣
が
納
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
し
、
ま
た
少
内
と
御
府
を
同
一
視
で
き

介。

ivこ
の
工
藤
氏
の
見
解
と
は
別
に
越
智
重
明
氏
一
色
判
決
代
内
大
内
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。
氏
は
漢
代
財
政
史
に
対
す
る
独
自
の
見
解
と
独

自
の
史
料
解
釈
に
基
き
、
治
粟
内
史
(
大
司
農
)
所
属
の
都
内
と
、

少
府
所
属
の
大
内
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
後
漢
代
に
財
政
が
一
元
化

さ
れ
た
時
、
と
も
に
国
家
財
政
の
蔵
と
な
り
両
者
は
同
じ
性
格
に
な
っ

た
と
栴
ぷ
。
こ
の
工
藤
・
越
智
両
氏
の
見
解
と
私
見
に
対
す
る
批
判

を
読
ん
だ
時
、
直
ち
に
批
判
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
前
述
し

た
泰
代
官
僚
機
構
内
変
避
に
対
す
る
私
見
を
述
べ
な
い
な
ら
ば
あ
ま

り
生
産
的
な
議
論
と
は
な
ら
な
い
と
思
い
、
今
日
ま
で
遷
延
し
た
。

こ
の
間
、
い
く
つ
か
の
新
史
料
が
得
ら
れ
た
し
、
ま
た
関
係
史
料
を



精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
拙
稿
A
-
B
を
補
訂
す
る
必
要
も
強
〈
感

ず
る
に
至
っ
た
。
史
料
の
絶
対
的
不
足
と
い
う
状
況
は
秦
簡
出
土
以

後
も
変
ら
な
い
の
で
あ
り
、
多
く
を
推
論
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
る
が
、
大
内
・
少
内
、
及
ぴ
少
府
・
内
史
に
対
す
る
現
段
階
で

の
私
見
を
得
た
の
で
、
特
に
工
藤
氏
の
批
判
に
答
え
つ
つ
そ
れ
を
次

節
以
下
で
展
開
し
て
み
た
い
。

問
題
検
討
の
た
め
の
前
提

以
下
に
行
う
論
述
に
お
い
て
い
わ
ば
定
点
と
な
る
事
柄
を
四
点
ほ

ど
挙
げ
て
お
き
た
い
。
第
一
は
漢
初
円
治
粟
内
史
が
国
家
財
政
を
担

当
す
る
、
全
国
の
殺
と
貨
を
掌
る
官
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

拙
稿
A
で
既
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
以
下
の
論
述
に
必
要
な
た

固
め
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
景
帝
後
元
年
(
前
一
四
一
ニ
)
、

山
治
粟
内
史
は
大
農
令
に
改
め
ら
れ
る
が
、
宮
崎
市
定
氏
は
治
粟
と
い

内
う
名
称
に
注
目
し
て
、
こ
れ
以
前
は
治
粟
内
史
が
田
租
を
、
治
粟
都

リ
ザ
尉
が
賦
欽
を
掌
っ
て
い
た
と
に
か
。
し
か
し
『
史
記
』
巻
五
六
陳
平

市
川
世
家
で
、
即
位
(
前
一
八

O
)
直
後
の
文
帝
の
「
天
下
一
歳
決
獄
幾

何
一
何
」
「
天
下
一
品
戚
銭
殺
出
入
幾
何
」
と
い
う
聞
い
に
対
し
て
、
陳

山
町
平
は

糊
陛
下
附
間
決
獄
、
責
廷
内
問
銭
穀
、
責
治
粟
内
史
。

と
答
え
て
お
り
(
『
漢
書
』
巻
四

O
も
同
文
)
、
こ
れ
に
よ
っ
て
文
帝

ー2

初
年
内
治
粟
内
史
が
天
下
の
銭
穀
を
掌
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
且
っ
こ
の
銭
は
賦
銭
を
中
心
と
し
、
穀
は
田
租
と
公

回
収
入
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
な
い
し
、
全
国

的
裁
判
を
担
当
し
た
廷
尉
の
性
格
と
と
も
に
国
家
財
政
担
当
官
と
し

て
の
治
粟
内
史
の
性
格
を
明
言
し
た
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

因
み
に
治
粟
都
尉
は
高
祖
元
年
(
前
二

O
六
)
、
韓
信
が
短
期
間
任
命

さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぽ
同
時
期
に
練
丘
侯
裏
が
治
粟
内
史
で
あ
っ
た
。

こ
の
治
粟
都
尉
は
軍
糧
調
達
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
的
軍
官
で

あ
り
、
の
ち
武
帝
代
に
桑
弘
羊
が
元
封
元
年
(
前
一
一

O
)
治
粟
都

尉
領
大
農
と
な
る
ま
で
見
、
え
な
い
。
大
農
中
丞
(
千
石
)
で
あ
っ
た

弘
羊
を
直
ち
に
大
農
令
(
中
二
千
石
)
に
超
遷
さ
せ
る
に
は
抵
抗
も

あ
り
、
そ
こ
で
二
千
石
の
治
粟
都
尉
に
任
命
し
、
大
農
令
事
務
取
扱

い
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
中
二
千
石
の
治
粟
内
史
は
漢
初

か
ら
銭
殺
を
担
当
す
る
官
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
は
大
庭
傍
氏
の
指
摘
す
る
漢
代
に
お
け
る
少
府
内
演
化
作
用

で
か

μ。
氏
は
、
少
府
は
君
主
の
家
政
機
関
と
し
て
最
も
古
〈
且
つ

中
心
的
な
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
官
庁
が
分
化
し
た
の
で
あ

り
、
漢
代
を
通
じ
て
こ
の
演
化
作
用
が
進
ん
だ
と
し
た
。
『
漢
書
』
巻

一
九
上
百
官
公
卿
表
上
(
以
下
百
官
公
卿
表
上
と
す
る
)
に
お
い
て

少
府
か
ら
の
移
管
を
明
記
す
る
も
の
の
ほ
か
、
水
衡
移
管
の
多
く
は

少
府
諸
官
か
ら
苑
内
町
範
囲
を
限
っ
て
権
限
を
分
割
移
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
更
に
後
漢
に
至
っ
て
、
文
属
と
い
う
形
で
文
簿
上
は
多

く
の
属
官
が
あ
る
も
の
の
そ
れ
ら
は
事
実
上
皇
帝
直
属
で
あ
り
、
少



2

府
直
属
的
職
属
の
官
は
わ
ず
か
四
宮
に
ま
で
減
少
す
る
の
で
あ
り
、

2
 漠
代
に
お
け
る
少
府
の
演
化
と
い
う
事
実
は
動
か
し
難
い
。
こ
れ
に

基
け
ば
、
漢
の
直
前
、
即
ち
帝
国
時
代
的
棄
の
少
府
が
巨
大
官
庁
で

あ
っ
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
し
、
少
府
が
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ
た

の
か
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
は
こ
の
泰
の
少
府
の
権
限
に
関
わ
る
『
准
南
子
』

論
訓
の

巻

氾

泰
之
時
、
高
為
畳
樹
、
大
為
苑
困
、

入
錦
弟
、
頭
会
箕
賦
、
輸
於
少
府
。

と
い
う
文
の
理
解
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
に
基
い
て
恭
代
賦
敏
は
少
府

に
収
納
さ
れ
、
そ
れ
を
所
蔵
し
た
の
が
大
内
で
あ
っ
た
と
考
、
え
た

(
拙
稿
A
)。
こ
れ
に
対
し
て
工
藤
元
男
氏
は
、
「
本
来
治
粟
内
史
に
入

る
べ
き
賦
倣
を
少
府
に
入
れ
て
私
利
を
食
っ
た
と
し
て
そ
の
暴
虐
よ

り
を
強
調
」
し
た
も
の
で
レ
卜
リ
ン
ク
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
私

見
を
批
判
し
た
(
工
藤
A
)。
最
後
の
「
輸
於
少
府
」
を
除
い
て
、
拙

稿
A
で
引
用
し
た
『
史
記
』
巻
一
一
八
滋
南
玉
安
列
伝
的
伍
被
の
一
一
言
、

同
巻
八
九
張
耳
列
伝
の
ほ
か
、
同
巻
八
七
李
斯
列
伝
の
李
斯
の
言
、

『
漢
書
』
巻
二
四
上
食
貨
志
上
な
ど
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
文
で
、
秦
町

暴
虐
な
賦
倣
徴
収
、
宮
殿
等
造
営
を
述
べ
て
お
り
、
秦
の
暴
虐
よ
り

を
強
調
す
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
「
本
来
治
粟
内
史
に
入
る
べ
き
賦
倣

を
少
府
に
入
れ
」
た
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
る
必
要
は
な
い
。

と
り
わ
け
『
准
南
子
』
編
纂
に
最
大
の
役
割
を
呆
し
た
と
さ
れ
る
伍

遠
為
馳
道
、
鋳
金
入
、

発
適
成
、

被
の
宮
中
中
に
も
、
そ
の
楽
の
無
道
ぷ
り
を
述
べ
る
時
そ
の
よ
う
な
レ

ト
リ
y
ク
を
用
い
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
伍
被
な
ど
『
港
南

子
』
の
編
纂
を
し
た
人
々
は
、
士
事
実
と
し
て
泰
代
少
府
に
賦
欽
が
納

入
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
故
に
そ
れ
を
加
え
た
も
の
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
泰
代
賦
飲
は
少
府
に
本
来
的
に
納
入
さ
れ

て
い
た
と
考
、
え
て
何
ら
さ
し
っ
か
え
が
な
い
。
漢
初
及
ぴ
出
世
代
の
将

作
少
府
の
経
費
は
少
府
が
支
弁
し
た
と
考
え
ら
れ
(
拙
稿
A
)
、
賦
倣

の
多
く
は
将
作
少
府
の
手
に
な
る
大
土
木
工
事
に
費
消
さ
れ
た
の
で

あ
る
。第
四
は
奈
の
少
府
内
存
在
が
秦
王
政
の
初
年
に
測
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
新
史
料
の
存
在
で
あ
る
。
裳
仲
一
氏
に
よ
る
【
旬
、

①
秦
王
政
五
年
(
前
二
回
二
)
呂
不
幸
文
。

五
年
、
相
邦
呂
不
本
造
。
少
府
工
室
抑
制
、
丞
内
、
工
九
。
武
庫
。
/
少

府
g

②
秦
王
政
一
三
年
(
前
二
三
四
)
少
府
矛
。

十
三
年
、
少
府
工
相
。
武
庫
受
属
邦
。

③
少
府
矛
。

少
府
武
庫
受
属
邦
。

④
泰
王
政
一
四
年
属
邦
文
。

十
四
年
、
属
邦
工
口
+
町
、
丞
口
、
口
。

《

U
V

な
ど
の
銘
を
も
っ
武
器
が
あ
り
、
①
は
秦
王
政
五
年
に
相
邦
呂
不
意

向
命
で
少
府
内
工
室
が
作
迭
し
そ
れ
を
武
庫
に
収
蔵
し
た
も
の
で
あ



③
に
よ
り
武
庫
は
少
府
に
所
属
し
、
ま
た
②
・
③
・
④
に

よ
り
武
庫
は
属
邦
所
属
の
工
室
製
作
の
武
器
も
受
納
し
た
こ
と
な
ど

が
わ
か
る
。
属
邦
は
繋
が
設
定
し
て
い
た
異
民
族
的
居
住
区
た
る
属

邦
を
掌
る
官
(
漢
は
典
属
国
)
で
、
そ
の
下
に
も
工
室
(
工
師
・
丞
)

が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
泰
王

政
五
年
に
武
庫
と
工
室
を
属
官
と
す
る
少
府
内
存
在
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
因
み
に
武
庫
は
漠
代
で
は
中
尉
の
所
属
で
あ
り
、
こ
の
改

属
も
ま
た
少
府
の
演
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
史

料
に
よ
っ
て
、
工
藤
元
男
氏
的
考
え
る
、
少
府
向
成
立
は
六
国
統
一

期
と
す
る
説
が
成
立
し
な
い
こ
と
が
明
瞭
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

スU
U

W
』

LF
」、

漢
代
の
少
府
と
少
内

国)

少
内
に
つ
い
て
は
前
述
内
如
く
、
大
庭
情
氏
は
『
漢
書
』
巻
七
四

山
丙
吉
伝
の
「
少
内
、
扱
庭
主
府
蔵
之
官
也
U

と
い
う
顔
師
古
注
に
従

内

し
山
口
少
府
|
披
庭
令
少
内
丞
少
内
音
夫

《
凶
》

洲
と
い
う
統
属
関
係
の
あ
る
宮
中
の
財
庫
と
し
、
工
藤
元
男
氏
も
そ
れ

町
一
に
従
っ
た
(
工
藤
B
)。
ま
た
フ
ル
ス
ウ
ェ
氏
は
顔
注
を
支
持
し
つ
つ
、

開
鄭
玄
『
周
礼
』
注
を
も
参
照
し
、
少
内
は
金
銭
を
出
納
す
る
財
庫
で

糊
あ
り
、
そ
れ
は
中
央
地
方
を
問
わ
ず
財
務
に
関
わ
る
全
て
の
機
関

3

に
置
か
れ
た
が
、
こ
れ
ら
各
機
関
の
少
内
は
、
景
帝
中
六
年
(
前
一

2

四
四
)
、
治
粟
内
史
の
下
の
大
内
が
二
千
石
と
な
る
と
そ
れ
に
従
属

巻し
ーた
ーと
孝考
景え
本て
紀いコ
中る2
ノ、
年こ
のの
っ
ち
フ
ノレ
ス
ウ
エ

氏
の
説
は

『

史
記
』

更
命
廷
尉
為
大
理
、
将
作
少
府
為
将
作
大
匠
、
大
行
為
行
人
、
奉

常
為
太
常
、
典
客
為
大
行
、
治
粟
内
史
為
大
農
、
以
大
内
為
二
千
石
、

置
左
右
内
官
、
属
大
内
。

と
あ
る
大
内
所
属
の
左
右
内
官
は
、
少
府
↓
主
爵
↓
宗
正
と
改
属
さ

れ
る
内
官
で
は
な
く
、
右
の
多
く
の
官
庁
に
置
か
れ
た
少
内
を
指
す

と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
少
府
所
属
内
官
の
変
遷
に
つ
い
て
は

既
に
拙
稿
C
で
述
べ
た
が
、
内
官
は
武
帝
の
建
元
五
年
(
前
ご
ニ
六
)

と
み
ら
れ
る
銘
を
有
す
る
県
料
に
見
え
、
そ
れ
に
は
単
に
「
内
官
」
と

の
み
あ
っ
て
「
左
」
「
右
」
は
な
い
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
内
宮
は
少

府
所
属
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
宗
正
か
ら
廷
尉
に

改
属
さ
れ
た
少
府
の
内
官
は
、
大
内
の
左
右
内
官
と
は
別
の
も
の
と

す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
フ
ル
ス
ウ
ェ
氏
の
理
解
は
正
し
い
。
し
か
し

後
述
の
如
く
少
内
が
多
く
の
機
関
に
置
か
れ
た
と
い
う
指
摘
は
正
し

い
も
の
の
、
こ
の
記
事
で
明
雄
に
「
左
右
内
官
」
と
し
て
い
る
も
の
を

「
諸
々
の
少
内
」
と
読
み
替
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
百
官
公
卿
表
上

で
は
大
農
令
へ
の
改
名
は
景
帝
後
元
年
(
前
一
四
=
乙
で
あ
り
、
「
大

行
為
行
人
」
に
は
錯
誤
が
あ
る
と
恩
わ
れ
る
、
疑
問
の
あ
る
史
料
で
は

あ
る
が
、
大
内
と
い
う
官
が
こ
の
と
き
二
千
石
と
さ
れ
、
左
右
内
官
を

《

nv

置
い
て
そ
れ
に
所
属
さ
せ
た
、
と
い
う
事
実
は
残
る
も
の
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
大
庭
・
工
藤
両
氏
の
少
内
に
対
す
る
理
解
は
、
次
の
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『
漢
書
』
巻
七
四
丙
吉
伝
的
少
内
音
夫
と
、
前
引
顔
師
古
注
に
よ
っ

て
い
司
令
。

元
帝
時
、
長
安
土
伍
簿
上
書
言
、
匡
少
時
為
郡
邸
小
吏
、
縞
見
孝
宣
皐

帝
以
皇
曽
孫
在
郡
邸
獄
。
:
・
:
既
迎
大
赦
、
吉
謂
守
丞
誰
如
、
皇
孫
不

当
在
官
、
使
誰
如
移
書
京
兆
明
、
遣
与
胡
組
倶
送
京
兆
宇
、
不
受
。
復

還
。
及
組
目
満
当
去
、
皇
孫
思
慕
、
吉
以
私
銭
願
組
、
令
留
与
郭
徴
卿

並
養
数
月
、
乃
進
組
去
。
後
少
内
音
夫
自
吉
日
、
食
皇
孫
、
亡
詔
令
。
時

吉
得
食
米
肉
、
月
月
以
給
皇
孫
。

こ
の
事
件
と
関
係
す
る
記
事
は
同
巻
八
宣
帝
紀
、
同
巻
九
七
上
外

戚
衛
太
子
史
良
梯
伝
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
顔
師
古
の
注
は
宮
子
帝

紀
的
「
後
有
詔
扱
庭
養
視
、
上
属
籍
宗
正
」
と
い
う
文
に
よ
っ
て
解

釈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
『
漢
書
』
本
文
そ
の
も
の
に
つ
い
た

時
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
土
伍
尊
は
か
つ

て
郡
邸
の
小
吏
で
あ
っ
た
が
、
丙
吉
が
宣
帝
病
己
を
養
育
し
た
こ
と
を

身
近
か
に
見
開
し
一
万
帝
代
に
そ
れ
を
上
書
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
征
和
二
年
(
前
九
こ
の
亙
盛
事
件
向
後
、
五
年
自
の
昭
帝

即
位
(
前
八
七
年
二
月
)
直
後
の
六
月
の
大
赦
で
病
巳
が
罪
を
赦
さ
れ

《
幻
】

る
と
、
治
獄
使
者
丙
吉
は
正
式
に
皇
曽
孫
と
し
て
の
待
遇
を
得
る
た

め
に
、
即
ち
属
籍
を
得
る
た
め
に
長
安
地
区
の
長
官
で
あ
る
京
兆
罪

に
証
明
し
宗
正
に
上
申
す
る
こ
と
を
求
め
た
文
書
を
、
大
鴻
蹴
所
属

《

mv

郡
邸
(
長
丞
)
の
正
式
文
書
と
し
て
守
丞
の
誰
如
に
発
給
さ
せ
、
同

時
に
病
己
も
遺
し
た
が
、
京
兆
ヂ
府
は
そ
れ
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
ま
た
郡
邸
に
還
っ
た
が
、
胡
組
の
労
役
刑
の
日
数
が
尽
き
、

去
る
べ
き
時
に
至
る
や
、
丙
吉
は
彼
女
を
私
銭
で
雇
い
、
留
ま
っ
て

郭
徴
卿
と
と
も
に
病
己
を
養
育
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
う
ち
少
内
音

夫
が
「
食
皇
孫
、
亡
詔
令
」
と
言
っ
た
の
で
、
以
後
丙
吉
が
そ
の
食

費
を
負
担
し
た
。
つ
ま
り
丙
吉
が
自
費
で
食
費
を
負
担
す
る
前
は
郡

邸
が
負
担
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
郡
邸
の
獄
に
囚

監
さ
れ
た
囚
人
に
食
物
を
支
給
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
今

や
大
赦
に
会
っ
て
罪
人
で
な
く
な
っ
た
者
に
食
物
を
支
給
す
る
こ
と

は
特
別
の
命
令
が
無
い
限
り
規
律
違
犯
で
あ
る
。
そ
こ
で
郡
邸
の
少

内
音
夫
が
丙
吉
に
一
言
い
、
吉
は
そ
の
言
い
分
を
認
め
、
私
費
で
食
費

を
賄
っ
た
の
で
あ
る
。

師
古
注
に
と
ら
わ
れ
ず
に
本
文
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
少

内
沓
夫
は
郡
邸
の
財
務
担
当
官
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
工
藤
氏

の
よ
う
に
、
丙
吉
は
こ
の
間
政
府
で
曽
孫
を
養
育
し
て
く
れ
と
申
し

出
、
政
府
の
責
任
者
た
る
少
内
音
夫
が
養
育
は
で
き
な
い
と
答
え
た

と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
後
直
ち
に
丙
吉
が
私
費
で
養
育
し
た
こ
と

を
説
明
で
き
な
い
。
ま
た
治
獄
使
者
丙
士
口
の
要
請
に
対
し
て
百
石
乃

至
斗
食
吏
の
沓
夫
が
岬
合
え
る
の
は
お
か
し
く
、
役
所
と
し
て
正
式
に

答
え
る
筈
で
あ
る
。

こ
の
郡
邸
は
百
官
公
卿
表
上
、
典
容
の
条
に
よ
る
と
、
漢
初
は
少

府
所
属
で
郡
固
邸
と
い
う
官
名
で
あ
っ
た
が
、
中
尉
↓
大
鴻
胞
と
改

《お
V

属
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
諸
侯
王
国
及
ぴ
各
都
は
長
安
に
国
邸
・
郡



邸
を
置
き
、
邸
を
あ
ず
か
る
守
邸
を
置
い
て
い
た
。
郡
国
邸
は
こ
れ
ら

長
安
中
の
各
都
国
内
邸
を
管
理
す
る
役
所
で
こ
こ
に
獄
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
大
鴻
胞
に
改
属
し
た
の
は
太
初
元
年
(
前
一

O
四
)

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
大
行
令
か
ら
改
名
さ
れ
た
大
鴻
胞
は
列
侯
を

も
管
轄
し
、
王
・
列
侯
以
下
町
爵
を
掌
る
よ
う
に
な
り
(
拙
稿
C
)
、

王
国
の
弱
体
化
と
も
あ
い
ま
っ
て
郡
邸
と
改
名
し
た
上
で
そ
れ
を
属

官
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
陳
直
氏
が
指
摘
す
る
「
清
河
邸
少
内

鼎
」
が
ム
円
、
こ
れ
は
清
河
郡
乃
至
清
河
図
的
邸
の
少
内
鼎
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
王
乃
至
太
守
が
長
安
滞
在
の
時
は
そ
の
官

府
と
も
な
る
邸
に
少
内
が
あ
り
、
日
常
的
に
は
守
邸
の
下
に
あ
っ
た

こ
と
を
証
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
拙
稿
A
で
宮
中
町
財
庫
官
と
解
し
た
こ
の
丙
官
伝

田
の
少
内
は
郡
邸
の
少
内
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
点
改
め
ね
ば

山
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
例
か
ら
推
せ
ば
中
央
の
各
官
庁
や
長
安
町

内
邸
に
財
務
に
関
わ
る
か
否
か
に
拘
わ
ら
ず
、
少
内
が
置
か
れ
て
い
た

け
こ
と
を
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

品
川
地
方
の
少
府
・
小
府
・
少
内
の
例
に
つ
い
て
は
厳
耕
望
氏
が
史
料

付
を
網
羅
し
て
い
【
何
が
、
こ
れ
に
若
干
を
加
え
て
以
下
に
列
挙
す
る
。

附
①
陪
・
繭
吉
『
五
行
大
義
』
巻
五
第
一
一
一
一
「
論
諸
官
僚
」
に
引
用

織
さ
れ
た
劉
向
『
洪
純
五
行
伝
』
・
翼
奉
注
。

吋
有

洪
範
五
行
伝
云
、
・
・
辰
為
少
府
。
金
銅
銭
布
。
《
畿
】

異
奉
云
、
・
・
牌
之
官
功
曹
、
:
功
曹
以
小
府
為
府
、
与
四
曹
計
義
。
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② 

『府
漢を
雪首
巻府A

八型空
九 't

循故
吏小
府
文主
翁出
伝的
倉
主
働A
種空

景
帝
末
為
局
郡
守
、
・
乃
選
郡
県
小
吏
開
敏
有
材
者
張
叔
等
十
余
人
、

親
自
紡
属
、
造
詣
京
師
、
受
業
博
士
、
或
学
律
令
。
減
省
少
府
用
度
、
買

刀
布
局
物
、
瀦
計
吏
、
以
遺
博
士
。
[
師
古
田
、
少
府
、
郡
掌
財
物
之

府
、
以
供
太
守
者
也
。
]

居
延
漠
簡
(
原
簡
番
号
の
み
を
記
す
)
。

【
中

A
M

ω一
一
一
月
丙
午
、
張
披
長
史
延
行
大
守
事
・
肩
水
倉
長
湯
兼
行
丞
事
、
下

属
国
・
農
・
部
都
尉
小
府
、
県
官
。
承
書
従
事
、
下
当
用
者
、
知
詔
書
。

/
守
属
宗
助
・
府
佐
定
。
(
一

0
・
三
二
)

ω図
具
移
所
付
小
府
候
長
積
口
口
府
銭
数
口
口
図
。
(
八
・
八
)

ω二
千
石
口
賦
見
為
劾
印
章
日
広
徳
内
史
章
小
府
。
(
一
一
三
・

一
八
)
ω言
小
府
当
償
費
、
小
府
下
所
移
、
以
君
仲
持
召
図
。

一
四
五
・
二
四
、
二
二
七
・
四
)

ω候
長
龍
輔
千
二
百
衷
九
百
品
川
小
府
図
。

④
 

③ 

ご
四
五
・
三
六
、

(
六
八
七
二
一
)

『
金
石
翠
編
』
巻
一

O
「
蒼
額
廟
碑
」
碑
陰
。

五
官
橡
高
陵
口
口
千

少
府
史
(
下
欠
)

⑤ 

『
隷
釈
』
巻
七
「
竹
邑
侯
相
張
寿
碑
」
。

君
下
車
、
島
市
向
倹
節
、
朗
自
非
部
、
儲
併
非
法
悉
無
所
留
。
井
官
相
領
、
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省
倉
口
小
府
御
吏
。
朝
折
、
姦
官
、
野
無
淫
冠
。

n'u 

⑥
『
三
国
志
』
巻
二
六
回
珠
伝
注
引
『
貌
略
』
。

抽
出
得
賜
、
分
以
其
半
、
蔵
小
府
。
後
胡
復
来
、
以
半
与
之
。

⑦
『
文
物
』
一
九
八
五
|
六
、
四
一
頁
、
漢
貌
期
的
遼
陽
北
困
壁

画
墓
の
題
に
「
小
府
史
」
あ
り
。

③
『
漢
金
文
録
』
巻
四
「
成
山
宮
渠
斗
」
。

;
成
山
富
銅
渠
斜
、
重
二
斤
、
神
爵
四
年
卒
史
任
欣
。

i
社
陽
右
尉
司
馬
賞
・
提
少
内
佐
王
宮
等
造
河
南
。

こ
れ
ら
の
史
料
に
対
し
て
工
藤
元
男
氏
は
(
工
藤
B
)
、
①
は
よ
る

べ
き
史
料
で
は
な
い
、
②
は
(
中
央
の
)
「
少
府
の
用
度
を
減
省
せ

ん
と
し
て
」
と
読
み
、
博
士
は
当
時
少
府
所
属
で
あ
っ
た
と
し
、
③

は
い
ず
れ
も
地
方
の
小
府
で
あ
る
こ
と
を
論
証
で
き
な
い
、
④
は
後

漢
末
の
三
輔
の
県
に
「
少
府
史
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
、
⑤
は
侯

家
内
家
吏
で
は
な
い
か
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
理
解
に
は
従
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
ま
ず
@
は
、
街
県
令
孫
羨
が
桓
帝
延
諜
五
年
(
一
六
二
)

着
任
し
、
左
橋
均
劉
府
君
に
謁
し
た
際
に
話
題
に
な
り
立
て
た
蒼
額

廟
の
碑
で
、
そ
の
次
第
及
び
街
県
内
官
属
・
三
老
等
の
出
捕
者
名
は

碑
の
右
に
、
そ
し
て
正
面
に
は
蒼
額
と
と
も
に
劉
府
君
の
徳
も
讃
え
、

碑
陰
か
ら
碑
の
左
に
か
け
て
、
左
官
同
均
属
官
町
出
拐
者
名
が
並
び
、

こ
の
「
少
府
史
」
は
碑
陰
に
あ
る
の
で
あ
る
し
、
そ
の
序
列
か
ら
み

て
も
明
ら
か
に
郡
の
属
更
で
あ
る
。
郡
の
属
吏
は
本
郡
内
に
本
籍
を

《
羽
)

有
す
る
者
を
任
用
す
る
の
が
原
別
で
あ
り
、
「
少
府
史
」
の
下
に
あ

る
筈
の
県
名
は
そ
の
本
籍
県
で
あ
っ
て
、
そ
の
県
の
少
府
史
で
は
な

い
。
即
ち
こ
の
史
料
は
工
藤
氏
の
結
論
と
は
異
な
っ
て
、
明
瞭
に
郡

府
に
少
府
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
ま
た
⑤
は
侯

国
相
と
し
て
赴
任
し
た
張
寿
(
霊
帝
建
寧
元
年
、
後
一
六
八
卒
)
が
併

《
叩
》

官
省
職
を
行
い
、
倉
官
と
小
府
及
び
相
侍
従
の
御
克
を
削
減
し
た
も

の
で
あ
る
。
列
侯
町
家
吏
を
相
が
省
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
こ
れ

は
明
ら
か
に
県
令
長
と
同
格
で
あ
る
侯
国
相
の
属
官
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
④
・
⑤
だ
け
に
よ
っ
て
も
、
後
漢
代
の
地

方
官
庁
に
広
く
少
府
・
小
府
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
う
る
の
で
あ
る
。

次
に
③
の

ωを
検
討
す
る
。
こ
れ
は
大
庭
筒
氏
が
復
原
し
也
、
元

康
五
年
(
前
六
二
)
二
月
に
中
央
か
ら
詔
書
を
下
し
、
張
披
郡
が
そ

れ
を
受
け
て
そ
の
管
内
の
各
官
に
下
し
、
更
に
末
端
的
肩
水
候
官
が

下
し
た
も
の
の
う
ち
の
一
間
で
あ
る
。
張
扱
太
守
府
(
二
千
石
)
か

ら
管
内
向
属
国
都
尉
(
典
属
国
所
属
。
比
二
千
石
)
農
都
尉
(
大
司

撲
の
指
揮
下
。
比
二
千
石
)
・
部
都
尉
(
太
守
所
属
。
比
二
千
石
。
張

披
に
は
日
勅
・
居
延
・
肩
水
の
三
都
尉
)
の
小
府
、
乃
ぴ
郡
直
属
内

各
県
に
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
小
府
は
中
央
の
も
の
で

は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
叶
小
府
」
を
大
庭
氏
は
「
張
披
太
守
府
を
指

す
か
、
肩
水
倉
を
指
す
か
不
明
」
と
れ
記
。
し
か
し
こ
の
詔
令
は
太

守
府
管
内
の
各
官
に
伝
達
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
郡
直
轄
で
あ

る
県
を
除
い
て
は
、
各
都
尉
府
に
下
達
す
れ
ば
各
官
が
管
下
町
宮
に

下
達
す
べ
き
も
の
で
、
こ
の
下
達
の
対
象
の
中
に
張
披
太
守
府
そ
の



も
の
を
含
め
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
一
屑
水
倉
長
が
郡
丞
を

兼
任
し
て
い
る
に
し
て
も
、
こ
の
郡
内
全
域
に
下
す
公
文
書
中
に
い

わ
ば
謙
静
的
に
「
小
府
」
と
い
う
一
一
言
葉
で
自
ら
の
官
府
を
表
わ
す
と

も
思
え
な
い
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
各
都
尉
府
内
小
府
と
考
、
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、

《

+
A

張
披
大
守
福
.
庫
品
承
丞
品
也
一
承
刊
即
諜
川
甘
、
兼
行
丞
事
、
敢
告
張
披
農
都
尉
・
護
団
校
尉

府
卒
入
、
調
県
、
・
(
四
・
ご

【

nv
な
ど
、
居
延
漠
簡
中
で
太
守
府
か
ら
都
尉
府
な
ど
に
下
達
さ
れ
る
時

に
用
い
ら
れ
る
「
卒
人
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
庭
氏
は
「
兵

《
似
品
》

卒
個
々
」
あ
て
と
解
し
て
い
る
。
『
論
術
』
巻
一
二
謝
短
篇

の

し
か
し
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もの場それは 醤 二
の生合の故少 細E 四何
で t舌も侍文な 分 七時
あの、宮書〈 升 簡
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て
、
直
接
的
指
称
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の

ω以
下
い
ず

れ
も
中
央
の
少
府
と
は
認
め
難
〈
、
こ
れ
ら
太
守
・
都
尉
・
県
な
ど

の
小
府
を
指
す
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
居
延
漢
簡
で
は
中
央
町
少

府
の
場
合
は
「
少
府
中
常
方
」
「
少
府
余
」
(
一
八
五
)
、
「
長
信
少

府
丞
」
(
四
一
一
一
一
一
)
の
如
く
「
少
府
」
を
用
い
て
お
り
、
中
央

の
少
府
(
中
二
千
石
)
・
長
信
少
府
(
二
千
石
)
を
除
〈
各
官
庁
の
少

府
内
場
合
は
「
小
府
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

③
は
神
爵
四
年
(
前
五
八
)
、
右
扶
風
向
卒
史
と
管
下
町
県
で
あ
る

社
陽
県
内
右
尉
、
相
崎
県
内
少
内
佐
等
が
河
南
で
製
作
さ
せ
た
成
山
富

銅
斗
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
前
渓
代
の
県
に
も
少
内
が
あ
っ
た
こ
と

と
、
少
内
佐
的
存
在
を
知
り
う
る
。
更
に
⑥
に
よ
り
貌
の
烏
丸
校
尉

府
に
小
府
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
は
漢
制
を
継
承
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
④
・
⑦
の
例
に
よ
り
、
少
内
・
小
府
の
官
と

し
て
は
、
少
内
車
田
夫
|
佐
の
場
合
と
、
小
府
史

i
(佐
?
)
的
場
合

と
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
淡
代
郡
県
な
ど
に
少
府
・
小
府
・
少
内
が
存
在
し
な
か
っ

た
と
す
る
工
藤
氏
の
説
に
は
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
も
の
と
思
う
。
そ
れ
故
②
も
無
理
な
解
釈
を
せ
ず
に
、
太
守

府
の
少
府
の
用
度
を
節
約
し
て
浮
い
た
分
を
博
士
に
遣
っ
た
と
し
て

よ
い
し
、
①
は
か
な
り
観
念
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
渓
代

の
実
情
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
少
内

1
小
府

1
少
府
と
し
う
る
の
で
あ
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る

こ
の
よ
う
に
淡
代
に
お
い
て
は
中
央
・
地
方
を
関
わ
ず
、
令
(
千

石
i
六
百
石
)
・
長
(
五
百
i
三
百
石
)
ク
ラ
ス
以
上
の
自
己
の
役
所

が
あ
る
官
ゃ
、
長
安
の
各
都
園
町
邸
な
ど
に
は
皆
少
内

l
小
府

1
少

府
が
あ
り
、
少
内
名
を
用
い
る
場
合
に
は
音
夫
と
佐
、
少
府

l
小
府

名
町
場
合
に
は
史
(
と
佐
?
)
が
置
か
れ
て
い
た
。
『
周
札
』
天
官

職
内
疏
引
王
隆
『
漢
官
』
胡
広
可
解
詰
』
の
「
倉
庫
少
内
膏
夫
之

属
」
も
こ
れ
ら
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
の
如
く
少
内
が
置

か
れ
た
官
庁
内
数
が
多
い
た
め
に
、
陳
直
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
半

《
訂
》

A
mぬ
V

通
の
「
少
内
」
印
が
多
い
の
で
あ
る
。
半
通
印
は
百
石
町
官
秩
を
有

す
る
者
が
用
い
る
の
で
あ
り
、
斗
食
吏
の
高
田
夫
は
使
用
で
き
な
か
っ

た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
官
印
は
有
秩
の
少
内
音
夫
の
も
の
で
あ
る
。

秦
の
大
内
と
少
肉
、
及
び
内
史
と
少
府

秦
の
大
内
は
泰
律
十
八
種
金
布
律
中
に
見
え
る
。

①
県
・
都
官
以
a

七
月
日
糞
a

公
器
不
"
可
い
繕
者
↓
。
有
品
久
識
者
一
、
加
晶
申
告
之
¥

其
金
及
鉄
線
入
以
為
品
銅
[
鉄
]
一
。
都
官
輸
昌
大
内
一
、
「
大
]
内
受
持
之
、

《
前
市
】

i

【

市

】

尽
=
七
月
-
而
持
。
都
官
遠
E

大
内
-
者
、
輸
厄
附
、
県
受
買
』
之
。
京
其
有
品
物

不
w

可
品
以
須
w

時
、
求
n

丸
山
伸
一
、
以
d

沓
時
謁
s

其
状
内
真
。
凡
批
評
其
不
レ
可
v

間
而
可
泊
以
為
a

普
段
蓋
持
者
福
ν

之
、
且
F
用

乃

伊

弓

金

布

。

(
一
五
三
i
一
五
五
簡
。
六
回
頁
。

F
五
三
・
五
四
頁
)

②

A
F
衣
者
、
夏
衣
以
品
四
月
-
尽
'
六
月
嬰
之
。
冬
衣
以
-
九
月
-
尽
昌
十
一

月
一
葉
ν

之
。
過
い
時
者
勿
-
葉
。
:
[
県
]
己
菓
い
衣
、
有
E

余
褐
十
以
上
ヘ

輸
画
大
内
-
、
与
v

計
倍
。
都
官
有
用
口
口
口
口
其
官
隷
臣
妾
春
城
E
且F
用。

[
都
官
]
在
民
威
陽
一
者
、
致
'
其
衣
大
内
一
、
在
-
官
県
-
者
、
致
=
衣
従
事
之

県
九
県
・
大
内
皆
聴
E

其
官
致
目
、
以
』
律
菓
-
衣
。
金
布
。
(
一
五
七
i

一六
O
間
。
六
六
頁
。

F
五
五
頁
)

金
銭
布
吊
及
び
金
属
・
諸
公
器
に
関
し
て
規
定
し
た
金
布
律
中
に

あ
っ
て
、
大
内
は
秦
都
威
陽
に
あ
っ
た
、
こ
れ
ら
を
管
掌
し
た
独
立

の
官
庁
で
、
そ
の
職
務
は
内
史
の
統
制
下
に
あ
っ
た
。
①
・
②
に
見

え
る
都
官
に
つ
い
て
の
工
藤
元
男
氏
の
見
解
(
工
藤

C
)
は
序
で
述

べ
た
が
、
こ
の
問
題
の
検
討
を
行
っ
て
お
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
江
村

治
樹
氏
は
「
都
官
は
中
央
京
師
向
諸
官
府
を
指
す
と
と
も
に
、
そ
の

【
鈎
》

地
方
出
先
機
関
を
も
指
す
用
語
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
お
り
、

こ
れ
が
よ
り
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
漢
書
』
巻
四
文
帝
紀
元

年
(
前
一
七
九
)
三
月
の
条
に
「
二
千
石
遺
都
吏
循
行
」
と
あ
り
、

新
山
山
居
延
簡
に
「
二
千
石
遺
母
害
都
吏
」
(
凹
』
寸
H

一H
ω

)

と

あ
り
、
こ
の
都
吏
が
具
体
的
に
は
督
郵
な
ど
を
指
す
に
し
て
も
、
こ

の
「
都
」
は
郡
中
央
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
首
都
は

全
圏
内
中
心
で
あ
り
、
ま
た
王
都
は
王
国
の
中
央
で
あ
る
か
ら
、
と

も
に
中
央
官
を
「
都
官
」
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
代
で
は
中
央

及
び
王
図
的
中
央
官
を
都
官
と
し
、
郡
な
ど
の
場
合
は
都
を
用
い
て

も
都
官
と
は
し
な
い
、
と
い
う
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
泰
律
十
八
種
倉
律
的



富
者
・
都
官
吏
・
都
官
人
有
E

事
上
一
為
恒
例
村
、
。
(
一
一
一
筒
。

頁。

F
凹
三
・
四
回
頁
)

に
は
五
六
一
簡
(
二
三
三
頁
。

F
一
七
六
頁
)
の
法
律
答
聞
を
も
参

照
す
る
と
、
中
央
任
命
的
二
百
石
以
上
の
官
や
都
官
の
吏
人
が
朝

〔
位
』廷
の
職
務
と
し
て
将
送
を
行
え
ば
云
云
、
と
あ
り
、
彼
ら
は
勤
務
地

内
県
(
居
県
)
か
ら
食
料
を
支
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
明
ら
か

に
地
方
官
で
は
な
い
。
都
官
は
広
く
中
央
官
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、

中
央
官
の
地
方
出
先
機
関
の
み
な
ら
ず
、
成
陽
以
外
に
置
か
れ
た
独

立
し
た
中
央
官
も
都
官
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
大
内
は

威
陽
及
び
近
県
所
在
の
都
宮
内
衣
服
・
鋼
鉄
・
銭
布
等
を
収
蔵
統
轄

し
、
各
県
余
剰
の
も
の
を
も
収
蔵
し
た
中
央
財
庫
で
あ
っ
た
。

)
少
内
に
つ
い
て
は
金
布
律
、
法
律
答
問
、
封
診
式
に
次
め
よ
う
に

国
見
え
る
。

山町
①
県
・
都
官
坐
a

放
・
計
一
以
負
動
若
、
巳
論
、
膏
夫
即
以
昌
其
直
銭
一
分
a

負

少
其
官
長
及
冗
裏
、
而
人
与
E

参
排
券
ヘ
以
放
s

少
内
一
、
少
内
以
似
貫
之
一
。

附
:
金
布
。
(
一
四
七
-
一
四
八
簡
。
六
一
頁
。

F
四
九
・
五

O

大

頁

)

《
附
円
》

伽
②
『
府
中
公
金
銭
私
武
n

用
之
¥
与
ν

盗
同
法
。
』
・
可
詞
昌
府
中
一
。
・
唯
県

神

少

内

為
5

府
中
¥
其
官
不
"
為
。
(
四
O
二
簡
。
二
ハ
五
頁
。

F
一
二
九
頁
)

《
偏
醐
】

稔

③

告

臣

。

・

令
v
少
内
某
・
佐
茶
以
-
市
正
賢
一
頁
吻
丙
丞
某
前
V

Z内
中
人

頁
若
干
銭
Oi---。
(
六
一
七
l
六
二
一
筒
。
二
五
九
頁
。

F
一
九
三
・

一
九
四
頁
)

29 

四
六

②
・
③
に
よ
っ
て
県
に
少
内
(
少
内
沓
夫
佐
)
が
あ
り
、
公
の
金

銭
を
収
蔵
し
て
い
た
こ
と
、
①
に
よ
っ
て
都
官
に
も
少
内
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
、
前
節
で
検
討
し
た
漢
代
の
少
内

l
小
府

l
少
府
の

例
に
照
ら
せ
ば
、
中
央
・
地
方
を
間
わ
ず
各
官
庁
に
置
か
れ
て
い
た

と
考
え
て
よ
い
。
②
を
工
藤
氏
は
「
県
以
外
の
少
内
は
府
中
と
は
い

わ
な
い
」
と
解
す
る
が
(
工
藤

B
)
、
秦
律
十
八
種
内
史
雑
に
「
戚

府
」
と
「
書
府
」
が
あ
る
如
〈
(
二
六
五
・
二
六
六
筒
。
一

O
九
頁
。

F
八
九
頁
)
、
器
物
銭
物
収
蔵
の
財
庫
を
蔵
府
と
総
称
し
て
お
り
、
各

官
に
少
内
の
ほ
か
に
も
府
が
あ
っ
た
か
ら
、
律
本
文
の
「
府
中
」
内
定
義

を
質
問
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
少
内
|
府
中
に
よ
っ
て
、
少

内
を
少
府
・
小
府
と
も
称
す
る
に
至
る
こ
と
の
ご
く
自
然
な
こ
と
を

理
解
で
き
よ
う
。
な
お
各
官
庁
の
少
内
が
中
央
の
大
内
の
直
接
的
監

督
を
う
け
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
県
・
都
官
の
各

官
の
財
務
全
般
に
対
す
る
責
任
は
各
長
官
が
負
っ
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
中
央
の
財
庫
に
大
内
と
対
均
し
う
る
少
内
が
あ
っ
た
か
否

か
で
あ
る
。
秦
律
は
内
史
地
区
町
県
や
都
官
を
対
象
に
し
た
も
の
が

《ね
V

多
く
、
中
央
諸
官
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
泰
律
雑
抄
に
「
大
官
・
右
府
・
左
府
・
右
采
鉄
・
左
采
鉄
」

(
三
四
九

l
三
五
一
簡
。
一
三
八
頁
。

F
一
一
二
頁
。
但
し

F
は
ど

う
し
た
こ
と
か
こ
の
一
文
を
欠
く
)
と
い
う
官
名
が
見
ら
れ
、
こ
向

う
ち
大
官
は
漢
代
的
少
府
所
属
の
太
官
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
、
右
・

左
采
鉄
は
采
欽
担
当
官
で
、
冶
欽
を
担
当
し
た
右
左
冶
鉄
官
と
と



【
制
】

O

も
に
同
じ
く
少
府
所
属
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
右
府
・
左
府
も

q
u
 

少
府
所
属
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
(
棄
は
右
が
上
で
、
左
が
下
)
。

こ
の
「
府
」
は
財
庫
の
意
味
で
あ
り
、
戦
国
各
国
の
府
の
例
に
照
ら

せ
ば
、
器
物
製
作
を
行
う
工
房
も
備
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

以
下
の
如
く
考
え
れ
ば
こ
の
少
府
所
属
の
右
府
と
左
府
こ
そ
が
、
大

内
に
対
比
し
う
る
少
内
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。

封
診
式
「
穴
盗
」
(
六
五
三
l
六
六
三
簡
。
二
七

0
1
二
七
二
頁
。

F
二
O
二
・
二

O
三
頁
)
に
、
建
物
の
正
堂
・
正
室
の
意
味
で
「
大

内
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
四
合
院
式
な
ど
中
国
建
築
に
普
遍
的
な
左

右
対
称
性
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
建
物
町
中
心
的
建
築
物
が
大
内
と

呼
ば
れ
、
そ
の
左
右
の
府
や
序
な
ど
の
建
物
を
少
内
と
も
称
し
た
可

能
性
が
高
い
。
中
央
地
方
向
少
内
が
置
か
れ
た
各
官
庁
に
あ
っ
て

は
、
長
官
が
執
務
す
る
正
堂
が
大
内
で
あ
り
、
そ
の
両
側
の
建
物
の

う
ち
の
一
つ
が
財
庫
と
さ
れ
た
か
ら
大
内
に
対
し
て
少
内
と
称
し
、

官
名
と
な
っ
た
。
一
方
奈
王
内
財
庫
が
宮
中
に
建
築
さ
れ
た
時
、
そ

の
中
心
的
建
築
物
が
大
内
と
さ
れ
、
そ
の
左
右
の
も
の
を
少
内
と
称

し
、
や
が
て
大
内
と
少
内
が
主
的
公
的
財
物
と
私
的
財
物
を
そ
れ
ぞ

れ
収
蔵
す
る
と
い
う
機
能
分
化
を
起
こ
し
、
大
内
・
少
内
が
官
名
化

し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
官
庁
と
な
っ
た
。
更
に
収
蔵
量
の
増
大
に
伴

い
、
王
町
私
的
財
物
を
収
蔵
し
た
少
内
は
、
大
内
と
は
別
に
建
物
を

作
り
(
或
い
は
逆
に
大
内
を
別
の
建
物
に
し
)
、
少
内
は
本
来
の
右
・

左
二
府
制
を
維
持
し
て
い
っ
た
。
こ
の
大
内
・
少
内
と
も
に
奈
の
国

力
強
化
が
進
む
と
と
も
に
一
層
的
発
展
を
み
た
と
息
わ
れ
る
が
、
そ

の
後
的
発
展
は
内
史
と
少
府
の
問
題
に
関
係
す
る
。

内
史
は
早
執
的
に
王
権
と
官
僚
機
構
を
発
達
さ
せ
た
西
周
末
、
王

の
命
を
、
つ
け
て
冊
命
し
た
り
、
三
有
司
(
司
土
・
司
馬
・
司
工
)
と

と
も
に
土
地
争
い
の
審
理
に
加
わ
っ
た
り
し
て
お
【
円
、
王
の
下
で
文

書
を
取
扱
う
、
三
有
司
と
並
ぶ
要
官
と
な
っ
て
い
た
。
正
に
主
回
線

『
観
堂
集
林
』
巻
六
「
釈
史
」
で
「
執
政
の
一
人
」
と
す
る
が
如
き

存
在
で
あ
っ
た
。
周
東
還
後
、
そ
の
故
地
に
入
っ
た
務
は
周
の
遺
制

を
う
け
内
史
も
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
氏
族
制
的
強
い
、
い

わ
ば
封
建
的
特
権
階
層
た
る
王
族
貴
族
が
実
権
を
握
っ
て
い
た
時
代

は
、
単
な
る
君
主
身
辺
町
記
録
官
文
書
担
当
官
に
過
ぎ
ず
、
歴
史
の

表
面
に
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
商
恨
の
改
革
(
前
三
五
九
、
三
五

O
)

以
後
、
法
治
を
旨
と
し
、
法
に
基
く
文
書
行
政
が
重
要
に
な
る
と
と

も
に
、
内
史
は
そ
の
地
位
を
向
上
さ
せ
、
西
周
末
の
内
史
の
段
階
か

ら
更
に
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
明
瞭
に
示
す
の
が

一
九
七
九

l
一
九
八

O
年
発
掘
の
四
川
省
背
川
県
第
五

O
号
墓
発
見

内
所
謂
青
川
田
律
木
臓
で
あ
る
。
こ
れ
は
武
王
二
年
(
前
三

O
九
)

に
丞
相
の
甘
茂
と
内
史
的
医
に
田
律
の
更
修
を
命
じ
、
定
め
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の

下
命
的
形
式
が
後
の
丞
相
・
御
史
(
大
夫
)
へ
の
下
命
形
式
と
同
じ

で
あ
る
と
い
う
占
で
あ
る
。
こ
れ
に
注
目
す
る
と
、
恵
文
王
一

O
年

(
前
三
二
八
)
、
相
制
が
と
ら
れ
、
こ
の
武
王
二
年
以
降
右
・
友
両
丞



相
制
を
施
く
奈
に
お
い
て
は
、
内
史
は
後
の
御
史
大
夫
と
ほ
ぽ
同
じ

地
位
を
占
め
る
に
芸
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
辺
境
地
区
に

置
か
れ
た
郡
が
軍
事
の
み
な
ら
ず
行
政
機
能
を
も
っ
て
管
内
向
県
の

上
級
官
庁
と
な
る
に
従
っ
て
、
内
史
は
丞
相
府
内
下
、
全
策
的
文
書

行
政
を
統
轄
す
る
と
と
も
に
、
本
来
の
梨
地
で
あ
る
内
史
地
区
内
行

政
長
官
で
も
あ
る
と
い
う
二
重
性
を
も
っ
に
至
っ
た
。
内
政
の
み
な

ら
ず
外
交
・
軍
事
を
掌
握
し
、
ム
叩
書
に
よ
っ
て
武
器
作
造
を
命
じ
え

た
丞
相
府
に
対
し
て
、
内
史
は
よ
り
内
政
に
任
じ
、
後
円
御
史
大
夫

同
様
政
策
立
案
起
草
も
行
い
、
且
つ
内
史
地
区
町
県
及
び
県
工
室

(
県
と
同
格
的
工
師
・
丞
以
下
の
官
あ
り
)
を
直
属
さ
せ
、
本
来
的

に
独
立
の
中
央
官
で
あ
る
大
内
・
太
倉
な
ど
の
諸
官
を
内
政
遂
行
に

必
要
な
限
り
そ
の
統
制
下
に
置
い
た
の
で
あ
る
。

田
泰
王
政
が
一
三
歳
で
即
位
し
た
時
(
前
二
四
六
)
実
権
を
握
っ
て

山
い
た
の
は
相
邦
呂
不
ヰ
で
あ
っ
た
。
彼
は
韓
の
陽
翠
出
身
の
大
商
人

内
で
あ
っ
た
。
既
述
の
如
く
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
か
ら
少
府
の
存
在
が
磁

け
認
さ
れ
る
。
呂
不
本
が
奈
の
政
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を

澗
考
慮
に
い
れ
れ
ば
、
彼
に
よ
っ
て
斡
や
越
の
府
で
あ
っ
て

E
つ
武
器

'

大

{

仰

》

町
一
や
諸
器
製
作
に
当
た
っ
た
少
府
の
制
が
紫
に
も
ち
こ
ま
れ
た
と
推
測

刊
す
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
的
は
ず
れ
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
も
泰
に
は

鰍
そ
れ
を
受
容
で
き
る
条
件
が
あ
っ
た
。
王
の
私
的
な
財
庫
と
し
て
発

展
し
て
き
た
府
で
あ
る
少
内
の
存
在
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
時
、
従

1
 
3

来
の
少
内
を
発
展
さ
せ
て
少
府
と
し
つ
つ
も
、
旧
少
内
を
そ
の
ま
ま

残
し
少
内

l
右
府
・
左
府
と
し
、
更
に
武
器
製
作
に
当
た
る
少
府
工

室
(
工
師
・
丞
)
及
び
武
器
を
収
蔵
す
る
武
庫
(
令
・
丞
)
を
も
笹

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
少
府
と
い
う
名
称
は
上
述
の
少
内
と
府
の
関

係
か
ら
す
れ
ば
、
何
ら
泰
人
に
抵
抗
感
を
い
だ
か
せ
な
か
っ
た
で
あ

ろ、っ。こ
う
し
て
呂
不
意
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
少
府
は
、
む
し
ろ
彼
の
影

響
力
的
強
い
、
彼
の
権
力
基
盤
の
一
つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
非
常

王
政
九
年
(
前
二
三
八
。
二
一
歳
)
、
惨
事
的
乱
が
起
こ
り
、
事
側
に

加
わ
っ
た
衛
尉
・
内
史
・
佐
叱
・
中
大
夫
令
な
ど
が
皆
殺
さ
れ
た
。

そ
し
て
翌
一

O
年
に
は
相
邦
呂
不
幸
が
罷
免
さ
れ
、
ほ
ぽ
こ
の
時
点

で
紫
王
政
の
独
裁
体
制
が
固
ま
り
、
以
後
急
激
に
六
国
統
一
に
向
っ

て
ゆ
く
。
こ
の
時
に
当
た
っ
て
、
一
方
で
は
丞
相
府
を
中
心
と
し
た

官
僚
機
構
の
整
備
を
進
め
つ
つ
も
、
王
の
財
力
強
化
の
必
要
性
に
対

応
し
て
、
少
府
を
改
め
て
王
の
直
結
と
し
そ
の
拡
充
を
行
っ
た
。
こ

の
少
府
の
拡
大
町
過
程
で
王
身
辺
町
宮
中
諸
官
は
む
ろ
ん
の
、
」
と
、

衣
服
器
物
の
製
作
収
蔵
、
苑
固
関
係
な
ど
の
諸
官
を
吸
収
し
て
い
っ

た
。
こ
の
過
程
で
本
来
独
立
し
た
官
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
佐
て
も

少
府
所
属
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
丞
相
府
は
官
僚
機
構
の
ト
ッ

プ
に
あ
る
官
府
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
巨
大
官
庁
と
な
っ
た
少
府
に
対

【印】

し
て
大
府
と
も
称
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

問
題
は
渓
代
官
僚
機
構
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
古
い
形
式
的
丞
相
・
内
史
へ
の
下
命
に
対
し



2

て
、
二
六
年
(
前
二
二
二
の
統
一
段
階
で
は
丞
相
・
御
史
(
大
夫
)

3
 
に
下
命
す
る
形
式
を
と
っ
て
お
り
(
『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
)
、

こ
の
文
書
形
式
及
ぴ
御
史
大
夫
設
置
は
こ
れ
以
前
に
測
る
。
出
棋
王
政

二
O
年
(
前
二
二
七
)
、
南
郡
守
騰
が
下
し
た
語
書
に
「
今
法
律
令
己

具
失
」
(
五
六
簡
。
一
五
頁
)
と
あ
る
の
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
二

O

年
乃
至
そ
の
直
前
に
法
制
的
整
備
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
こ
の
時
期
、
急
速
に
進
ん
で
い
た
統
一
に
対
応
す
る
体
制
の

盤
備
が
な
さ
れ
、
そ
の
重
要
な
一
環
と
し
て
官
制
改
革
が
行
わ
れ
た

も
の
と
思
う
。
こ
の
時
に
御
史
大
夫
が
置
か
れ
、
下
命
の
形
式
も
右

の
如
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
御
史
大
夫
は
副
丞
相
で
あ
り
、

且
つ
御
史
中
丞
の
下
町
侍
御
史
に
よ
り
中
央
官
を
、
監
御
史
に
よ
り

地
方
官
を
そ
れ
ぞ
れ
監
察
し
、
更
に
御
史
丞
の
下
の
御
史
に
よ
っ
て

文
書
の
起
案
及
び
行
政
文
書
全
般
を
掌
握
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故

丞
相
府
と
並
ん
で
御
史
府
に
律
令
図
書
が
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
御
史
大
夫
府
内
設
置
は
当
然
内
史
的
改
編
の
結
果
で

あ
る
。
内
史
地
区
の
長
官
で
且
つ
全
奈
の
内
政
を
統
轄
し
て
き
た
内

史
は
、
領
城
町
拡
大
、
職
務
の
繁
劇
化
に
伴
い
、
も
は
や
そ
の
二
重

性
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
王
側
近
の
監
察
と
文
書
を
担

当
し
た
御
史
を
拡
大
し
御
史
大
夫
府
を
つ
く
り
、
内
史
的
内
政
の
統

轄
者
と
い
う
役
割
を
継
承
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
内
史
は
内
史

地
区
町
長
官
と
な
り
、
上
卿
の
官
秩
か
ら
中
二
千
石
に
格
下
げ
に

《

m
u
v

な
っ
た
。
ま
た
内
史
は
内
政
の
統
轄
者
と
し
て
太
倉
な
ど
の
倉
も
そ

の
指
揮
下
に
置
い
て
い
た
し
、
泰
王
政
元
年
以
降
鄭
国
渠
に
よ
っ
て

四
万
余
頃
の
耕
地
が
造
成
さ
れ
、
こ
の
多
く
が
公
団
と
な
っ
て
い
た

と
い
う
状
況
も
あ
り
、
各
地
に
柴
陽
の
数
倉
な
ど
の
倉
庫
も
置
か
れ

た
。
こ
こ
に
こ
の
官
制
改
革
に
当
た
っ
て
、
特
に
田
租
・
公
団
を
中

心
と
す
る
、
米
穀
を
一
元
的
に
扱
う
官
庁
が
要
請
さ
れ
、
「
治
粟
」

の
官
で
、
且
つ
内
史
地
区
に
公
団
が
多
い
こ
と
と
、
旧
内
史
町
職
務

の
一
部
を
も
継
承
し
た
こ
と
か
ら
「
内
史
」
名
を
も
つ
け
た
中
二
千

石
の
治
粟
内
史
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
王
権
を
盆
々
強
化
し
た
泰
王
政
は
、
こ
の
官
制
改
革
に
当

た
っ
て
全
財
庫
を
少
府
に
集
中
し
、
金
銭
布
市
収
入
を
独
占
し
た
。

独
立
し
た
公
的
な
財
庫
で
あ
っ
た
大
内
は
少
府
所
属
と
な
り
、
賦
倣

収
入
は
こ
こ
に
収
蔵
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
少
府
は
、
米
穀
を
扱
う
治

粟
内
史
に
対
し
て
、
金
銭
布
吊
な
ど
の
諸
財
物
を
集
中
し
た
財
政
官

庁
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
土
木
工
事
の
た
め
に
少
府
内
指
揮

下
に
将
作
少
府
を
置
さ
、
そ
の
費
用
を
少
府
が
支
弁
し
た
。
ま
た
少

府
所
属
の
少
内

1
右
府
・
左
府
は
、
王
・
皇
帝
御
用
の
府
で
あ
る
こ

と
か
ら
御
府
と
も
呼
ば
れ
、
や
が
て
こ
れ
が
官
名
化
す
る
が
、
大
内

に
対
し
て
依
然
と
し
て
少
内
と
も
称
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
官
制
改

革
町
中
で
新
設
さ
れ
た
治
粟
内
史
は
、
公
私
両
財
政
に
わ
た
る
少
府

に
対
し
て
よ
り
公
的
財
政
担
当
官
と
し
て
向
性
格
が
濃
い
が
、
財
政

は
未
だ
公
私
未
分
化
の
状
態
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



四

漢
代
の
財
庫
と
大
内
・
少
内

漢
の
大
内
に
関
係
す
る
史
料
は
前
述
し
た
『
史
記
』
巻
一
一
孝
景

本
紀
的
文
と
、
次
の
『
漢
書
』
巻
六
四
上
厳
助
伝
の
も
の
で
あ
る
。

越
人
名
為
務
臣
、
貢
酎
之
奉
、
不
輸
大
内
、
一
卒
之
用
、
不
給
上
事
。

《
悶
】

こ
れ
に
つ
い
て
は
越
智
重
明
氏
が
、
こ
の
酎
金
は
本
来
少
府
に
入
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
内
は
少
府
属
官
で
あ
る
と
し
、
序
で
述
べ
た

如
き
理
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
氏
は
『
漢
書
』
巻
一
八
外
戚

恩
沢
侯
表
、
陽
城
侯
田
延
年
「
坐
為
大
司
農
盗
都
内
銭
三
千
万
自
殺
」

の
如
淳
注

天
子
銭
戚
中
都
内
、
又
回
大
内
。

を
「
中
都
大
内
」
と
解
し
、
ま
た
厳
助
伝
の
応
勧
注

目
大
内
、
都
内
也
。
国
家
宝
蔵
也
。

山
を
、
後
漢
時
代
に
は
大
内
と
都
内
と
が
同
じ
国
家
財
政
の
蔵
と
い
う

内
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
「
大
内
は
都
内
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ

け
か
は
国
家
の
宝
蔵
で
あ
る
U

(

傍
点
は
筆
者
)
と
解
釈
す
る
。
こ
の

内
両
注
の
解
釈
は
誤
解
あ
る
い
は
読
み
こ
み
す
ぎ
で
あ
る
。
如
、
注
の

の
一
「
中
」
は
宮
中
的
意
で
、
中
某
と
し
て
官
名
の
如
く
用
い
る
こ
と
が

開
あ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
応
注
は
大
内
と
は
都
内
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

糊
れ
は
国
家
の
宝
蔵
で
あ
る
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

3
は
都
内
と
大
内
が
異
な
る
、
と
す
る
前
提
か
ら
く
る
無
理
と
言
っ
て

3

:

 

ト
A
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い

ν
e

都
と
大
が
通
用
す
る
例
は
子
豪
亮
氏
が
指
摘
す
{
何
『
漢
書
』
巻
六

三
武
五
子
燕
刺
主
旦
伝
的
「
又
将
軍
都
郎
羽
林
」
師
古
注
に
「
都
、

大
也
。
謂
大
会
試
之
U

と
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
同
巻
九
九
下
王
葬
伝

下
地
皇
三
年
(
後
二
二
)
的
条
町
「
都
匠
」
を
挙
げ
う
る
。
こ
れ
は

漢
の
将
作
大
匠
を
都
匠
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
大
内
↓
都

内
の
改
名
は
ご
く
自
然
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

都
内
向
初
出
は
『
史
記
』
巻
三

O
平
準
書
の

入
粟
県
官
、
而
内
受
銭
於
都
内
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
元
光
六
年
(
前
一
二
九
)
以
降
、
元
朔
初
年
頃
の

A
m却
V

「
回
南
夷
」
策
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
一
方
厳
助
伝
的
記
事
は
、
建

元
六
年
(
前
一
三
五
)
内
問
越
出
兵
に
際
し
て
准
南
主
安
が
そ
れ
を

諌
め
た
上
書
中
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
大
内
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
に
貢
酎
が
輸
納
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
が
王
か
ら
皐
帝
へ
の
上
書
中
に
あ
る

文
言
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
の
上
書
で
は
武
帝
の
徳
と
漠
皇
帝
の

力
が
如
何
に
偉
大
で
あ
る
か
、
そ
し
て
皇
帝
た
る
も
の
三
代
の
至
盛

と
太
平
を
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
取
る

に
足
り
な
い
越
人
の
た
め
に
出
兵
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
述
べ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
性
格
上
こ
こ
に
こ
そ
レ
ト
リ
ッ
ク
が
多
用
さ
れ
て

い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
偉
大
な
漢
皇
帝
と
取
る
に
足
り
な
い
も

の
と
い
う
対
比
に
注
目
す
れ
ば
、
安
は
こ
こ
で
漢
の
大
を
強
調
す
る

た
め
に
、
こ
の
時
実
際
に
貢
酎
が
大
内
に
入
っ
て
い
た
か
否
か
に
拘



4

わ
ら
ず
、
当
時
天
子
の
最
大
の
財
庫
で
あ
っ
た
大
内
を
挙
げ
た
も
の

3

と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
劉
邦
の
戚
賜
入
城
後
、
揖
胴
何
が
丞
相
・
御
史
府
か
ら
入
手
し

た
法
律
図
書
を
基
に
漢
の
諸
制
度
は
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
稲
何
は
高

祖
時
代
を
通
じ
て
丞
相
・
相
固
と
し
て
、
楚
漢
の
際
に
は
軍
継
と
兵

貝
を
高
祖
に
送
り
つ
づ
け
た
し
、
財
政
全
般
を
掌
握
し
て
い
た
。
そ

の
指
揮
下
に
治
粟
内
史
が
あ
り
、
ま
た
戦
時
軍
糧
確
保
の
た
め
治
粟

都
尉
も
置
か
れ
た
。
恐
ら
く
最
初
は
泰
制
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
治

粟
内
史
も
そ
の
名
称
の
ま
ま
に
米
殺
を
主
掌
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
高
祖
四
年
(
前
二

O
三
)
八
月
に
算
賦
を
始
的
、
翌
五
年
二
月
劉

邦
が
漢
皇
帝
位
に
即
き
、
長
安
定
都
を
決
し
、
七
年
(
前
二

O
O
)

定
都
し
、
繭
何
の
手
で
武
庫
・
太
倉
が
造
営
さ
れ
る
と
い
う
一
連
的

動
き
の
中
で
、
築
制
に
改
変
が
加
え
ら
れ
、
丞
相
府
が
財
政
運
営
を

よ
り
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
少
府
か
ら
公
的
財
庫
を
切
り
離
す
必
要

を
感
じ
、
既
に
泰
代
公
的
財
政
担
当
官
と
し
て
向
性
格
を
淡
く
し
て

い
た
治
粟
内
史
に
大
内
を
移
管
し
、
算
賦
収
入
を
収
蔵
さ
せ
た
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
時
武
庫
も
少
府
か
ら
中
尉
へ
改
属
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

本
帝
国
時
代
巨
大
な
官
庁
と
な
っ
た
少
府
は
漠
代
に
な
る
と
ま
ず

こ
の
よ
う
な
形
で
公
的
な
部
分
を
切
り
離
し
、
帝
室
財
政
担
当
官
化

し
、
一
方
治
粟
内
史
は
治
粟
と
い
う
名
称
を
継
承
し
つ
つ
も
、
米
殺

の
み
な
ら
ず
銭
を
も
扱
う
正
に
天
下
町
銭
殺
を
掌
る
国
家
財
政
担
当

官
と
な
り
、
こ
こ
に
泰
代
の
未
分
化
な
状
態
か
ら
、
所
謂
二
元
財
政

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
前
漢
一
代
を
通
じ
て
進
ん

だ
少
府
の
演
化
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
内
の
規
模
を
大
き
く
し
た
の
が
前
述
の
如
く
景
帝
中
六
年

(
前
一
四
四
)
で
あ
っ
た
。
景
帝
三
年
(
前
一
五
四
)
の
呉
楚
七
図

的
乱
向
後
、
王
国
の
領
域
・
権
限
の
削
減
が
進
む
。
中
三
年
(
前

一
四
七
)
一
一
月
に
は
王
国
の
御
史
大
夫
を
罷
め
て
い
る
が
、
こ
れ

は
王
任
命
的
最
高
官
の
廃
止
で
あ
る
と
と
も
に
、
御
史
大
夫
の
担
っ

て
い
た
王
独
自
の
政
策
立
案
権
を
も
奪
、
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

中
五
年
に
は
王
か
ら
治
図
的
権
と
任
官
の
権
(
但
し
五
百
石
以
下
は

除
く
)
を
奪
い
、
廷
尉
・
少
府
等
の
官
を
廃
し
、
更
に
賦
と
役
を
も

《
碕
V

中
央
に
回
収
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
家
財
政
の
賦
銭
収
入
は
激
増

し
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
治
架
内
史
所
属
の
大
内
を
二
千
石
に

引
き
上
げ
、
そ
の
建
物
を
増
築
し
て
二
つ
と
し
、
左
内
官
・
右
内
官

(
令
乃
至
長
・
丞
)
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
よ
う
に
し
た
。
武
帝
代

に
至
り
、
売
官
・
賄
罪
を
行
っ
て
財
政
を
補
充
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
元
光
年
間
(
前
二
ニ
四
1
一
二
九
)
、
大
農
令
の
下
、
よ
り
積
極
的

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
ゆ
こ
う
と
し
た
時
、
二
千
石
の
六
内
的
存
在

は
む
し
ろ
障
害
と
な
り
、
千
石
l
六
百
石
の
令
と
し
、
且
つ
名
称
も

同
義
的
都
内
に
改
め
た
。
百
官
公
卿
表
上
で
は
都
内
は
一
丞
で
あ
る

が
、
こ
の
改
制
の
時
点
で
は
元
の
左
右
内
官
令
乃
至
長
を
左
右
二
丞

と
し
た
も
の
と
思
う
。
以
後
都
内
は
変
る
こ
と
な
く
大
農
・
大
司
農



の
最
大
の
財
庫
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
均
翰
・
平
準
な
ど
も
財
康
的
機

能
を
も
っ
た
(
拙
稿
D
)。

こ
れ
に
対
し
て
少
内
は
前
述
の
如
く
中
央
・
地
方
向
各
官
庁
に
少

内

l
小
府

l
少
府
と
い
う
形
で
置
か
れ
て
お
り
、
ま
た
史
料
的
世
割
付

け
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
奈
制
を
継
承
し
た
以
上
、
少
府
内

御
府
を
少
内
と
も
称
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
こ

で
少
内
と
呼
ぴ
う
る
中
央
財
庫
に
つ
い
て
後
漢
代
的
事
例
を
検
討
し

た
い
。ま
ず
『
太
平
経
』
(
『
合
校
』
巻
六
七
)
に
、

少
内
之
銭
財
、
本
非
独
以
給
一
人
也
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
天
師
向
真
人
へ
の
教
え
の
中
に
あ
る
言
葉
で
あ
っ

て
、
真
人
は
地
を
治
め
る
代
表
向
位
置
に
あ
る
の
で
あ
る
か
凶
「
こ

田
町
少
内
は
皇
帝
の
少
内
と
読
み
替
え
う
る
。
そ
し
て
鄭
玄
は
『
周
礼
』

山
巻
一
天
官
序
官
で
職
内
に

内
職
内
主
入
也
。
若
今
之
泉
所
入
甜
之
少
内
a

f

け
と
注
し
て
お
り
、
こ
れ
を
検
討
す
る
必
要
が
，
お
る
。

品
川
後
漢
末
的
財
庫
に
つ
い
て
は
拙
稿

D
で
詳
述
し
た
。
大
司
燥
の
下

町
一
に
部
丞
帯
蔵
が
あ
り
、
こ
れ
は
前
漢
代
的
大
内
・
都
内
に
相
当
す
る
。

聞
な
お
後
漢
に
も
都
内
と
い
う
官
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
少
府
所
属
の
獄

制
官
で
あ
っ
た
。
一
方
少
府
に
文
属
す
る
中
蔵
府
は
富
官
が
握
り
、
金

銭
布
市
市
を
収
蔵
す
る
宮
中
の
皇
帝
の
私
庫
で
あ
る
が
、
部
丞
担
巾
蔵
に

収
納
さ
れ
た
銭
財
の
多
く
を
こ
こ
に
回
し
た
も
の
で
、
官
吏
の
俸
銭
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及
び
種
々
の
公
的
支
出
も
行
っ
た
公
的
な
性
格
も
も
っ
て
い
た
。
同

じ
く
少
府
に
文
属
し
た
富
官
が
握
っ
た
御
府
は
布
南
・
衣
服
を
掌
っ

た
財
庫
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
と
は
別
に
皇
帝
の
私
庫
た
る
濯
龍

中
蔵
と
、
西
困
(
上
林
苑
)
中
に
あ
っ
た
全
く
の
私
庫
と
言
っ
て
よ

い
万
金
堂
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
前
提
に
し
て
鄭
玄
注
同
意
味
す
る
所

を
考
え
て
み
た
い
。

『
周
礼
』
の
大
府
以
下
町
各
財
庫
は
一
見
整
然
と
し
た
体
系
が
あ

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
大
府
自
体
が
財
康
を
も
つ
の
か
?
職
内
と
職

幣
は
財
庫
で
も
あ
る
の
か
?
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
は
?
な
ど
多
く

の
問
題
が
あ
り
、
鄭
玄
以
下
孫
諮
設
『
周
札
正
義
』
に
至
る
ま
で
定

説
が
な
い
。
そ
こ
で
様
々
な
食
い
違
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
『
周
礼
』

そ
の
も
の
の
官
制
に
従
っ
て
解
釈
す
る
と
、
大
府
は
諸
財
物
を
受
納

し
収
蔵
す
る
府
即
ち
財
庫
で
あ
り
、
そ
の
収
蔵
し
た
も
の
の
う
ち
、

金
玉
兵
器
な
ど
を
玉
府
に
、
良
物
を
内
府
に
、
布
白
巾
な
ど
を
外
府
に

収
蔵
し
、
内
府
と
外
府
は
内
・
外
の
対
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
、
一

方
会
計
を
掌
る
司
会
的
下
、
文
書
は
司
書
が
、
収
入
は
職
内
が
、
支

出
は
職
歳
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
余
剰
を
職
幣
に
収
納
す
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
邸
玄
は
、
大
府
を
大
司
燥
に
、
司
会
を
尚
書
台
に

比
し
、
内
府
は
良
貨
を
収
蔵
す
る
宮
中
の
財
庫
、
外
府
は
銭
を
収
蔵

す
る
宮
外
の
財
庫
、
金
玉
兵
器
等
を
収
蔵
す
る
玉
府
は
式
貢
の
余
剰

を
収
納
し
、
職
幣
は
公
用
支
出
の
余
を
収
納
し
、
職
内
は
収
入
を
主
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そ
れ
は
今
の
銭
が
入
る
所
を
少
内
と
調
、
つ
よ
う
な
も
の

こ
の
注
は
「
内
」
が
「
入
」
の
意
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
「
内
」
字
を
も
っ
財
庫
の
例
と
し
て
少
内
を
挙
げ
た
も
の
で
、
あ

る
い
は
多
く
の
官
庁
に
あ
っ
た
少
内
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
中
央
財
庫
に
お
い
て
も
銭
を
収
蔵
し
た
も
の
を
別
に
少
内
と

も
称
し
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
職
内
か
ら
公

用
に
支
給
す
る
場
合
は
、
「
武
令
」
の
注
に
「
今
の
御
史
が
写
下
す

る
所
の
本
奏
の
如
し
。
王
の
可
と
す
る
所
の
者
は
之
を
書
き
、
某
月

某
目
、
茶
甲
詔
書
、
莱
物
若
干
を
出
だ
し
、
某
官
茶
事
に
給
す
と
言

う
が
若

L
U
と
あ
る
よ
う
に
、
後
漢
の
御
史
の
文
書
と
同
じ
よ
う
な

威
令
を
用
い
て
支
出
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
九
賦
を
銭
納
人
頭

税
と
解
し
た
彼
は
外
府
的
所
で
「
布
」
が
「
泉
」

1
銭
で
あ
る
旨
町

長
い
注
を
つ
け
て
い
る
。
鄭
玄
の
イ
メ
ー
ジ
に
即
せ
ば
、
大
府
は
大

司
農
、
外
府
が
部
丞
格
蔵
に
当
た
り
、
玉
府
や
内
府
は
御
用
の
物
品

を
収
蔵
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
正
に
混
龍
中
蔵
・
万
金
堂
に
当
た
る
。

と
こ
ろ
が
職
内
に
つ
い
て
は
大
量
の
銭
を
収
蔵
し
そ
れ
を
国
用
に
給

す
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
際
御
史
の
文
書
に
相
当
す
る
武
令
に
よ
っ
て

支
出
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

既
に
拙
稿
D
で
論
じ
た
が
、
日
常
的
に
は
公
的
財
物
を
支
出
す
る

時
は
、
尚
書
が
詔
書
を
受
け
て
文
書
を
作
成
し
、
大
司
由
民
に
下
し
て

部
丞
帯
蔵
か
ら
支
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
御
漢
末
に
は
侍
御
史
に
よ
っ

て
財
物
を
取
扱
う
事
例
が
多
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
、
西
邸
で
の
売
官

る
も
の
で
、

だ
と
し
た
。

の
際
な
ど
に
御
史
が
使
わ
れ
て
い
る
(
『
続
漢
書
』
五
行
志
こ
。
『
市
米

書
』
巻
三

O
百
官
志
下
な
ど
に
は
後
漢
代
侍
御
史
的
職
掌
と
し
て
財

務
は
見
え
な
い
も
の
の
、
宮
中
的
関
台
に
あ
っ
た
御
史
は
、
尚
書
台

が
行
政
全
般
を
指
揮
し
て
い
た
後
漢
末
に
あ
っ
て
、
皇
帝
身
辺
に
あ

り
し
か
も
監
察
官
で
あ
る
が
故
に
、
直
接
皇
帝
的
意
を
体
し
た
仕
事

に
当
た
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
当
時
は
富
官
が
実
権

者
で
あ
り
、
部
丞
稽
蔵
を
除
い
て
財
庫
の
ほ
と
ん
ど
を
掌
握
し
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
皇
帝
が
い
わ
ば
公
的
に
財
物
の
出
納
を
行
う
時
は
、

侍
御
史
を
使
う
の
が
皐
帝
に
と
っ
て
最
も
具
合
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

鄭
玄
注
は
こ
の
よ
う
な
後
漢
末
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
と
す

れ
ば
彼
が
御
史
に
よ
る
支
出
と
同
じ
形
態
を
想
定
し
て
い
る
職
内

は
、
後
漢
末
、
本
来
的
に
は
皇
帝
の
私
庫
で
あ
っ
て
且
つ
公
的
な
機

能
を
有
し
て
い
た
中
蔵
府
こ
そ
が
彼
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
も
し
鄭
玄
注
の
「
少
内
」
が
中
央

財
庫
の
一
つ
の
別
称
で
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
司
農
部
丞
裕
蔵
が
大

内
に
、
中
蔵
府
が
少
内
に
最
も
よ
く
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
史
料
不
足
的
故
に
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
大
内
に
対
比

さ
れ
る
少
内
と
も
呼
ば
れ
る
中
央
財
庫
は
前
漢
代
で
は
御
府
、
後
漢

代
で
は
中
蔵
府
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
な
お
前
漢
時
代
、
こ
の
御

府
の
ほ
か
、
少
府
属
官
の
黄
門
・
内
者
等
町
宮
中
諸
官
も
財
庫
官
的

役
割
を
果
し
た
し
、
尚
方
な
ど
の
手
工
業
担
当
官
も
金
玉
等
の
財
物

を
収
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。



結
び
に
か
え
て

序
で
従
起
し
た
問
題
に
対
す
る
解
答
は
以
上
向
如
く
で
あ
る
。
推

測
を
重
ね
つ
つ
、
奈
淡
を
通
じ
て
の
大
内
と
少
内
、
及
び
内
史
・
少

府
的
変
避
を
跡
づ
け
て
み
た
。
こ
れ
ら
諸
官
、
及
ぴ
「
都
官
」
な
ど

を
ど
う
理
解
す
る
か
は
財
政
史
の
み
な
ら
ず
楽
簡
解
釈
上
、
非
常
に

重
要
な
キ
ィ
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
私
見
に
と
る
所
が
あ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

な
お
若
干
、
税
の
財
庫
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
『
晋
番
』
巻
二
四

職
官
士
山
に
よ
れ
ば
、
少
府
属
官
と
し
て
中
貫
左
右
政
令
、
都
中
黄
左

右
政
永
一
が
あ
り
、
都
の
も
の
は
皆
採
が
覇
府
を
都
に
置
い
て
い
た
こ

と
の
名
残
リ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
左
右
二
蔵
制
が
後
棋
の
制
皮
肉
継
承

回
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
淡
町
中
蔵
府
も
左
右
二
つ
め
建
物
が
あ
っ
た

山
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
貌
町
中
賞
左
右
蔵
令
と
都
中
賞
左
右

内
蔵
丞
の
下
町
財
庫
は
、
既
に
大
司
曲
肢
が
安
代
的
治
粟
内
史
と
同
様
、

山
口
米
殺
を
主
と
し
て
掌
リ
、
農
業
・
屯
田
を
担
当
す
る
官
と
な
っ
て
い

澗
た
時
代
に
お
い
て
は
、
後
仲
間
代
の
よ
う
な
皇
帝
の
私
庫
で
は
あ
り
え

の
一
ず
、
国
家
の
唯
一
円
財
庫
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
後
泌
代
町
中

山
町
蔵
府
が
皇
帝
の
私
庫
で
あ
る
以
上
に
公
的
な
性
格
を
強
め
て
い
た
た

締
め
に
、
国
庫
の
名
と
し
て
官
操
に
よ
っ
て
選
ぴ
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

7

こ
れ
を
管
掌
し
た
の
は
財
政
全
般
を
担
当
し
た
向
番
台
中
の
金
部
品
U

3

郎
で
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。

主(1
)
本
稿
で
用
い
る
財
庫
と
い
う
タ
ー
ム
は
、
武
器
を
除
く
、
金
銭
布
吊
宝

物
紙
筆
墨
等
を
収
蔵
す
る
も
の
を
指
し
、
宕
・
金
庫
は
米
穀
錦
藁
等
を
収

蔵
す
る
も
の
を
指
す
。
な
お
佐
原
康
夫
「
戦
国
時
代
町
府
庫
に
つ
い
て
」

(
『
東
洋
史
研
究
』
四
三
一
、
一
九
八
四
年
)
は
、
「
金
銭
を
納
的
る
府
、

兵
器
を
納
め
る
庫
、
食
料
を
納
め
る
倉
」
と
す
る
.

(
2
)
大
庭
「
漢
の
膏
夫
」
{
一
九
五
五
年
初
出
。
『
秦
漢
法
制
史
的
研
究
』

一
九
八
二
年
所
収
)
。

(
3
)
〉
司
・
H
U
'

田
己
ω
0
4司

p
s叶
r
o
口
7
.
5
L
0
0己
5
0
ロ
宮
内
出
問
。
。
〈
0
2
丘
町

E
z
-
-官
M
g
E吋
日

J
M
d
R国
側

2
9
E
(
H
S∞)・

(
4
)
子
「
雲
夢
泰
簡
所
見
職
官
述
略
」
(
『
文
史
』
八
輯
、
一
九
八
O
年
。
司
子

豪
亮
学
術
文
存
』
一
九
八
五
年
所
収
)
。

(
5
)
楊
『
戦
国
史
』
(
一
九
八

O
年
版
、
一
二

O

二
二
一
頁
)
・
「
従
。
少

府
。
職
掌
看
秦
漢
封
建
統
治
者
的
経
済
特
権
」
(
『
泰
漢
史
論
議
』
一
斡
、

一
九
八
一
年
)
。

(
6
)
工
藤
「
泰
司
内
史
|
|
主
と
し
て
鴎
虎
地
泰
基
竹
簡
に
よ
る
|
|
」

(
『
史
学
雑
誌
』
九
O
l一
一
一
、
一
九
八
一
年
。
以
下
工
藤
A
と
す
る
)
・
「
睡

虎
地
泰
墓
竹
簡
に
見
え
る
大
内
と
少
内
|
|
表
的
少
府
内
成
立
を
め
く
っ

て
i
l」
(
『
史
観
』
一

O
五
冊
、
一
九
八
一
年
。
以
下
工
藤
B
)

「
戦
国

奈
の
都
官
|
|
主
と
し
て
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
に
よ
る
|
|
」
(
『
東
方
学
』

六
三
輯
、
一
九
八
二
年
。
以
下
工
藤
C
)。

(
7
)
注

(
2
)
大
庭
説
に
依
っ
て
い
る
。

(
8
)
越
智
「
前
棋
の
財
政
に
つ
い
て
」
(
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
一

O
号、

一
九
八
二
年
)
。

(
9
)
宮
崎
「
古
代
中
国
賦
税
制
度
」
(
一
九
三
三
年
初
出
J

『
ア
ジ
ア
史
研
究
』

一
、
一
九
五
七
年
所
収
)
。

(
刊
)
日
ぽ
水
衡
都
尉
や
中
央
の
諸
校
尉
な
ど
と
同
秩
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
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、勺，。

(
日
)
大
庭
「
漢
王
朝
の
支
配
機
構
」
(
一
九
七
O
年
初
出
-
前
掲
著
書
所
収
)
。

ま
た
後
述
の
御
史
大
夫
の
理
解
に
つ
い
て
も
多
く
を
負
っ
た
。

(
ロ
)
拙
稿
「
前
漢
武
帝
代
的
財
政
機
構
改
革
」
(
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』

一
刊
朝
、
一
九
八
四
年
。
以
下
拙
稿
C
)。

(
日
)
拙
稿
「
後
淡
町
大
司
農
と
少
府
」
(
『
史
流
』
一
八
号
、
一
九
七
七
年
。

以
下
拙
稿
D
)。

(
U
)
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
加
藤
繁
「
漢
代
に
於
け
る
国
家
財
政
と
帝
室
財

政
と
の
区
別
並
に
帝
室
財
政
一
斑
」
(
一
九
一
八
・
一
九
一
九
年
初
出
.

『
支
那
経
済
史
考
誼
』
上
、
一
九
五
二
年
所
収
)
及
び
佐
藤
武
敏
『
中
国

古
代
工
業
史
の
研
究
』
(
一
九
六
三
年
、
八
二
八
三
頁
)
も
触
れ
て
い

'hu 

(
日
)
金
谷
治
『
奈
川
叫
思
想
史
研
究
』
一
九
六

O
年
、
四
四
二
頁
。

(
日
}
哀
「
瑛
中
央
督
造
的
兵
器
刻
辞
綜
述
」
(
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
四

五)。

(
口
)
棄
は
相
邦
。
棋
は
劉
邦
の
誌
を
避
け
相
因
。

(
抱
)
工
藤
元
男
「
睡
虎
地
表
基
竹
簡
の
属
邦
律
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
東
洋
史
研

究
』
四
三
1
l
一
、
一
九
八
四
年
)
。

(
凶
)
大
庭
前
掲
「
泌
の
世
夫
」
.

(
勾
)
フ
ル
ス
ウ
ェ
前
掲
論
文
。

(
幻
)
『
文
物
』
一
九
八
二

l
九
、
一
-
一
・
二
ハ
頁
。

(
m
)
Z
・回目。
-
0
3
ω
Z
5
-

可、百

F
R
3
6院
内
コ

EU可
。
『
因
。
話
可
冨
5
6
・
口
9
8
1

可
E
m
0
・

z
g
唱
・
昌
で
パ

l
レ
ン
ス
タ
イ
ン
氏
は
、
治
粟
内
史
は
大

内
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
部
局
は
前
一
四
四
年
に
左
右
内
官
に
分
け
ら
れ
た

と
す
る
が
、
中
二
千
石
町
治
架
内
史
と
従
来
比
二
千
石
以
下
で
あ
っ
た
筈

の
大
内
と
は
明
句
か
に
異
な
る
。

(
お
)
宣
帝
紀
は
廷
尉
監
(
千
石
)
と
す
る
が
、
丙
官
伝
は
「
以
故
廷
尉
監
徴
L

と
す
る
。

(
叫
)
低
い
官
秩
の
者
が
臨
時
に
兼
任
し
た
永
一
。
大
庭
師
「
棋
の
官
吏
向
兼
任
」

(
一
九
五
七
年
初
出
。
前
掲
著
書
所
収
)
を
参
照
.

(
お
)
『
波
書
』
巻
四
文
帝
紀
に
代
王
国
の
邸
、
同
巻
六
四
上
朱
賀
臣
伝
に
会

抑
制
郡
町
郡
邸
と
守
邸
、
同
巻
三
七
季
布
伝
に
河
東
郡
内
邸
が
見
え
る
。
ま

た
王
光
巴
一
説
「
鳳
捌
県
発
現
羽
防
宮
銅
鼎
」
(
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
一

こ
に
は
平
原
郡
町
郡
邸
で
用
い
ら
れ
た
銅
鼎
の
例
が
あ
る
。

(
お
)
陳
直
司
漢
書
新
証
』
一
九
七
九
年
版
、
三
八
七
頁
。
な
お
工
藤
B
注

(
9
)
参
照
。

(
幻
)
戯
『
中
園
地
方
行
政
制
度
史
、
上
、
上
、
楽
抽
出
地
方
行
政
制
度
』

一
九
七
四
年
版
。

(
初
)
中
村
部
八
『
五
行
大
義
校
註
』
(
一
九
八
四
年
)
向
原
文
は
「
故
小
府
金

出
納
主
例
経
」
。

(
却
)
浜
口
霊
園
「
漢
代
に
於
け
る
地
方
官
の
任
用
と
本
籍
地
と
の
関
係
」

(
一
九
四
二
年
初
出
。
司
裂
泌
附
唐
史
的
研
究
』
下
、
一
九
六
六
年
所
収
)
。

(
初
)
司
後
棋
書
』
巻
七
九
下
儲
林
・
孫
堪
伝
的
「
御
吏
」
は
、
郡
府
に
謁
す

る
時
に
随
従
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
県
令
町
属
吏
と
考
え
ら
れ
る
。

(
出
)
大
庭
「
居
延
出
土
の
詔
書
冊
」
(
一
九
六
一
年
初
出
。
前
掲
著
書
所
収
)
。

(
犯
)
大
庭
『
木
簡
』
一
九
七
九
年
、
一
回
二
頁
。

(
お
)
そ
の
ほ
か
一
二
一

A
i
口
、
同
」
寸
H
.
F
I
!
ω

、
二
八
三
一
・
四
九
な
ど
.

(
出
)
大
庭
前
掲
『
木
簡
』
一
五
五
頁
。

(
お
)
眼
虎
地
恭
簡
に
つ
い
て
は
『
雲
夢
睡
虎
地
恭
基
』
(
一
九
八
一
年
)
円
筒

番
号
、
『
睡
虎
地
築
基
竹
筒
』
(
一
九
七
八
年
)
の
頁
数
、
及
び
〉
・
円
司

Z
己
ω
。当
P

同
m
s
a
o
z
h
Z『
口
、
て
富

h
。
s
-
F
o
E
O
ロ
日
開
ト
『
回
阿
国
=
・

呂
田
町
頁
数
を
F
何
頁
と
し
て
あ
げ
て
お
〈
.
以
下
同
じ
。

(
山
崎
)
厳
前
掲
著
書
一
二
七
頁
。

(
幻
)
陳
前
掲
者
番
三
八
七
頁
。



田)

(
お
)
大
庭
前
掲
『
秦
拠
法
制
史
の
研
究
』
五
二
一
・
五
一
三
頁
。

(
鈎
)
江
村
「
雲
市
V
鴎
虎
地
出
土
奈
律
的
性
格
を
め
〈
っ
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』

四
O

一
、
一
九
λ
一年)。

(
却
)
同
様
に
紫
簡
中
に
あ
っ
て
も
、
県
中
央
を
都
と
し
、
「
都
邑
」
(
九
六

九
七
術
。
三
九
頁
。

F
三
八
三
九
頁
)
、
「
都
倉
音
夫
」
「
都
亭
膏
夫
」

(
一
-
二
九
1
一
二
一
二
問
。
一
二
三
・
一
二
四
頁
。

F
九
八
・
九
九
頁
)
と

称
し
て
お
り
、
淡
町
都
亭
は
そ
れ
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
う
ロ

(
叫
}
王
国
の
例
は
百
官
公
卿
表
上
諸
侯
王
条
の
ほ
か
に
『
春
秋
繁
露
』
止
雨

篇
に
も
あ
る
。

(
位
)
出
世
間
中
町
「
上
し
は
、
名
詞
町
場
合
は
朝
廷
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
。

(
拙
)
江
村
治
樹
前
掲
論
文
参
照
。

(
叫
)
こ
の
間
題
の
詳
細
は
楽
慌
時
代
の
鉄
の
問
題
を
検
討
す
る
際
に
述
べ
る

子
定
。

(
何
)
佐
原
康
夫
前
掲
論
文
参
照
。

(
岨
}
『
漢
書
』
巻
七

O
陳
湯
伝
に
「
阜
子
下
騎
、
伝
戦
大
内
」
と
あ
り
、
顔

師
古
は
「
大
内
、
単
子
之
内
室
也
」
と
注
し
て
い
る
。

(
釘
)
『
考
古
』
一
九
八
一
二
、
一
三

O
頁
な
ど
。

(
岨
)
「
背
川
県
出
土
泰
吏
修
回
律
木
繍
l
l四
川
背
川
県
戦
国
基
発
摘
簡
報
」

(
『
文
物
』
一
九
八
二
二
。

(
胡
)
佐
原
康
夫
前
掲
論
文
参
照
。

(
印
)
泌
代
の
例
は
『
史
記
』
巻
一
二
-
一
酷
吏
列
伝
に
あ
る
。

(
日
)
官
制
改
革
以
前
向
御
史
は
、
前
漢
代
の
尚
書
と
同
様
(
拙
稿
「
中
国
古

代
中
世
の
老
人
優
遇
策
ー
ー
し
王
杖
十
簡
と
侍
丁
|
|
」
『
東
北
大
学
教
養

部
紀
要
』
四
一
号
I
、
一
九
八
四
年
)
、
詔
書
と
法
令
を
所
蔵
し
て
お
り
、

そ
れ
が
泰
律
十
八
種
尉
雑
(
二
六
六
簡
。
一

O
九
頁
。

F
九
O
頁
)
に
反

映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
.

(
臼
)
漢
初
町
内
史
が
中
二
千
石
で
あ
っ
た
こ
と
は
拙
稿
C
参
照
。

事漢時代的大内と少内(山39 

(
日
)
越
智
前
掲
論
文
。

(
出
)
子
前
掲
論
文
。

(
日
)
拙
稿
「
均
輸
平
準
と
桑
弘
羊
|
|
中
国
古
代
に
お
け
る
財
政
と
商
業

|
|
」
(
司
東
洋
史
研
究
』
囚
O
l三
、
一
九
八
一
年
)
参
照
。

(
回
)
宮
崎
市
定
前
掲
論
文
.
拙
稿
B
及
び
拙
稿
「
漢
代
的
算
と
役
」
(
『
東
北

大
学
教
養
部
紀
要
』
二
八
号
、
一
九
七
八
年
)
。

(
閉
山
)
官
川
忠
夫
『
六
朝
精
神
史
研
究
』
一
九
八
四
年
、
一

O
凹
頁
。

(
路
)
少
府
職
属
の
守
宮
も
紙
筆
墨
等
を
収
蔵
す
る
財
庫
で
も
あ
っ
た
。

(
一
九
八
七
年
三
月
三

O
日
稿
)




